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呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』
と
「
太
監
高
雲
従
洩
漏
記
載
」
事
件

高
　

遠
　
拓
　

児

は
じ
め
に

　
本
章
で
は
、
清
代
の
律
例
に
つ
い
て
学
ぶ
際
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
、
呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』
を
主
に
取
り
上
げ
る
。

　
周
知
の
通
り
、
清
律
は
、
そ
の
多
く
が
明
律
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
清
代
前
期
に
は
い
く
ら
か
の
条
文
が
追
加
あ
る
い
は
削
除

さ
れ
る
な
ど
の
出
入
り
が
あ
り
、
条
文
の
文
言
に
手
が
加
え
ら
れ
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
清
律
に
付
さ
れ
る
条
例
は
、
明
の
『
問
刑
条
例
』

を
受
け
つ
ぎ
な
が
ら
、
清
代
後
期
に
至
る
ま
で
新
し
い
条
例
の
追
加
や
既
存
の
条
例
の
修
正
・
削
除
が
重
ね
ら
れ
、
時
々
刻
々
そ
の
姿
を

変
え
る
も
の
と
な
っ
た
︵
1
︶。
清
代
の
律
例
は
、
乾
隆
五
年
︵
一
七
四
〇
︶
に
『
大
清
律
例
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
も
と

よ
り
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
数
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
条
例
編
纂
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
常
に
改
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
大
清

律
例
』
と
い
う
同
一
の
書
名
で
あ
っ
て
も
、
編
纂
時
期
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
る
条
例
の
数
や
内
容
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
は
、
十
分
注
意

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
我
々
が
清
代
の
律
例
を
史
料
と
し
て
取
り
扱
う
際
に
は
、
律
例
の
個
々
の
条
文
の
成
り
立
ち
や
変
遷
を
で
き
る
限
り
正
確

に
把
握
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
清
代
の
膨
大
な
史
料
を
国
初
に
ま
で
遡
っ
て
、
あ
る
い
は
明
代
以
前
に
ま
で
捜
索
の
範
囲

を
広
げ
て
、
一
つ
一
つ
の
条
文
に
関
わ
る
記
録
を
探
し
出
し
、
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
の
は
き
わ
め
て
困
難
な
作
業
と
な
る
。
し
か
し
幸
い

な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
律
例
編
纂
史
の
整
理
に
意
を
用
い
た
書
物
が
、
清
代
の
律
学
家
た
ち
に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
。
か
か
る
書
物

と
し
て
は
清
末
に
成
立
し
た
薛
允
升
『
読
例
存
疑
』
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
物
は
将
来
的
な
律
例
の
改
訂
を
視
野
に
、
律
例
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の
編
纂
経
緯
と
得
失
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
前
者
の
編
纂
経
緯
の
み
を
主
眼
と
し
て
編
ま
れ
た
本
で
は
な
い
。
加
え
て
清
初
か
ら
清
末

に
至
る
長
期
間
を
対
象
と
す
る
た
め
、
個
々
の
条
文
の
変
遷
に
つ
い
て
は
適
宜
要
約
し
つ
つ
記
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
我
々
が
律
例
編
纂

の
経
緯
を
把
握
す
る
に
は
、『
読
例
存
疑
』
以
前
に
成
立
し
て
い
た
呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』
や
呉
坤
修
等
『
大
清
律
例
根
原
』
な
ど
も
参

照
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
本
章
で
は
、
乾
隆
四
十
年
代
に
成
立
し
た
『
大
清
律
例
通
考
』
と
そ
の
著
者
呉
壇
に
関
わ
る
史
料
を
取
り
上
げ

る
こ
と
と
す
る
。

　
以
下
本
章
で
は
、
ま
ず
『
大
清
律
例
』
の
最
初
の
律
と
し
て
置
か
れ
る
名
例
律
の
五
刑
律
に
つ
い
て
、『
大
清
律
例
通
考
』
の
掲
げ
る
律

文
︵
律
の
原
文
︶
と
按
語
︵
呉
壇
の
付
し
た
考
察
の
言
葉
︶
を
引
い
て
そ
の
読
解
を
試
み
る
。
つ
い
で
本
書
の
序
に
相
当
す
る
呉
重
憙
「
律
例

通
考
校
刊
縁
起
」
を
引
き
、
著
者
呉
壇
の
経
歴
と
本
書
著
述
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
乾
隆
三
十
九
年
︵
一
七
七
四
︶
に
起

こ
っ
た
「
太
監
高
雲
従
洩
漏
記
載
」
と
い
う
事
件
に
関
す
る
檔
案
史
料
を
提
示
す
る
。
こ
の
事
件
は
呉
壇
の
経
歴
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
出
来
事
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
章
で
取
り
上
げ
た
史
料
の
訳
出
に
当
た
っ
て
、
主
に
利
用
し
た
辞
典
類
は
、
卓
上
版
で
は
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
『
新
漢
語

林
』︵
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
一
年
第
二
版
︶、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
編
『
中
日
大
辞
典
』︵
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
増
訂
第
二
版
︶、

大
型
の
辞
典
で
は
諸
橋
徹
次
『
大
漢
和
辞
典
』︵
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
~
九
〇
年
修
訂
第
二
版
︶、
漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
・
漢
語
大
詞

典
編
纂
処
編
『
漢
語
大
詞
典
』︵
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
一
九
九
七
年
縮
印
本
︶、
大
東
文
化
大
学
中
国
語
大
辞
典
編
纂
室
編
『
中
国
語
大
辞
典
』

︵
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
初
版
︶
で
あ
る
。
清
代
の
史
料
で
は
、
公
文
書
で
あ
っ
て
も
口
語
的
な
言
い
回
し
や
熟
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
古
典
漢
文
を
読
む
の
に
適
し
た
『
新
漢
語
林
』
や
『
大
漢
和
辞
典
』
に
加
え
て
、
白
話
小
説
等
か
ら
多
く
の
語
彙
を
採
っ
て

い
る
『
中
日
大
辞
典
』、『
中
国
語
大
辞
典
』
も
参
考
に
な
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
は
古
典
・
白
話
を
問
わ
な
い
膨
大
な
語
彙
数
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
他
に
参
照
し
た
一
定
の
分
野
に
特
化
し
た
辞
典
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
辞
典
の
選
択
や
扱

い
方
に
は
一
つ
の
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
研
究
者
の
数
だ
け
メ
ソ
ッ
ド
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
研
究
の
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道
に
進
む
方
に
は
、
ぜ
ひ
様
々
な
辞
典
類
を
手
に
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
癖
を
知
り
、
自
分
な
り
の
扱
い
方
を
模
索
し
て
い
っ
て

欲
し
い
。一

　
呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』
五
刑
律
文
・
按
語

標
点
文　

呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』
巻
四
・
名
例
律
上
（
按
語
の
段
落
分
け
は
引
用
者
に
よ
る
。
ま
た
、［　

］
は
割
註
を
指
す
）

五
刑
律
文

笞
刑
五
［
笞
者
擊
也
。
又
訓
爲
恥
。
用
小
竹
板
］。
一
十
［
折
四
板
］、
二
十
［
除
零
折
五
板
］、
三
十
［
除
零
折
一
十
板
］、
四
十
［
除

零
折
一
十
五
板
］、
五
十
［
折
二
十
板
］。

杖
刑
五
［
杖
重
於
笞
。
用
大
竹
板
］。
六
十
［
除
零
折
二
十
板
］、
七
十
［
除
零
折
二
十
五
板
］、
八
十
［
除
零
折
三
十
板
］、
九
十
［
除

零
折
三
十
五
板
］、
一
百
［
折
四
十
板
］。

徒
刑
五
［
徒
者
奴
也
。
蓋
奴
辱
之
］。
一
年
杖
六
十
、
一
年
半
杖
七
十
、
二
年
杖
八
十
、
二
年
半
杖
九
十
、
三
年
杖
一
百
。

流
刑
三
［
不
忍
刑
殺
。
流
之
遠
方
］。
二
千
里
杖
一
百
、
二
千
五
百
里
杖
一
百
、
三
千
里
杖
一
百
。

死
刑
二
。
絞
、
斬
［
內
外
死
罪
人
犯
、
除
應
決
不
待
時
外
、
餘
俱
監
固
、
候
秋
審
・
朝
審
分
別
情
實
・
緩
決
・
矜
疑
、
奏
請
定
奪
］。

　

謹
按
、『
孝
經
援
神
契
』
云
「
垩
人
制
五
刑
、
以
法
五
行
」、『
禮
』
云
「
刑
者
侀
也
、
成
也
︵
2
︶。
一
成
而
不
可
變
。
故
君
子
盡
心
焉
」。

五
刑
之
始
、
見
於
虞
書
、
曰
「
象
以
典
刑
」、
又
曰
「
五
刑
有
服
、
五
服
三
就
」。
註
謂
「
墨
・
劓
・
剕
・
宮
・
大
辟
也
」。
三
代
相
承
、
尤

莫
詳
於
『
周
官
』
司
寇
之
制
。
蓋
皆
肉
刑
也
。
自
漢
文
帝
除
肉
刑
、
延
至
隋
唐
、
乃
以
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
定
爲
五
刑
。
歷
代
因
之
、
至

今
不
改
。
其
笞
刑
五
、
卽
虞
書
所
謂
「
扑
作
敎
刑
」
者
也
。
其
杖
刑
五
、
卽
『
國
語
』
所
謂
「
薄
刑
用
鞭
朴
︵
3
︶」、
而
虞
書
所
謂
「
鞭
作

官
刑
」
者
是
也
。
其
徒
刑
則
始
於
周
。『
周
禮
』
云
「
其
奴
男
子
入
於
罪
隸
」、
又
「
任
之
以
事
、
寘
以
圜
土
、
而
收
敎
之
。
上
罪
三
年
而
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捨
、
中
罪
二
年
而
捨
、
下
罪
一
年
而
捨
︵
4
︶」、
竝
徒
刑
也
。
而
今
律
則
更
析
爲
五
等
矣
。
其
流
刑
則
肇
自
唐
虞
。『
書
』
曰
「
流
宥
五
刑
」、

又
曰
「
五
流
有
宅
、
五
宅
三
居
」。
今
之
三
流
、
卽
其
義
也
。
斬
・
絞
之
坐
、
刑
之
極
也
。『
春
秋
元
命
包
』
云
「
黃
帝
斬
蚩
尤
於
涿
鹿
之

野
」。『
禮
』
云
「
公
族
有
死
罪
︵
5
︶、
則
磬
於
甸
人
」［
註
縊
之
如
縣
樂
器
之
磬
也
］。
可
知
斬
自
軒
轅
、
絞
興
周
代
。
二
者
皆
古
大
辟
之

刑
也
。

　

查
唐
明
原
律
、
笞
・
杖
各
條
下
、
俱
註
贖
刑
數
目
、
順
治
・
康
煕
年
閒
律
內
無
。
雍
正
三
年
館
修
、
始
將
應
贖
銀
數
開
列
歬
圖
。
又
國

初
律
笞
杖
數
目
下
原
註
以
五
折
十
。
康
煕
年
閒
現
行
則
例
、
始
以
四
折
十
、
倂
除
不
及
五
之
零
數
。
故
杖
一
百
止
折
責
四
十
板
。
雍
正
三

年
館
修
、
乃
改
註
折
四
・
除
零
等
語
。
其
笞
刑
下
小
註
「
笞
者
擊
也
。
又
訓
爲
恥
」、
徒
刑
下
小
註
「
徒
者
奴
也
。
蓋
奴
辱
之
」、
流
刑
下

小
註
「
不
忍
刑
殺
。
流
之
遠
方
」
等
句
、
係
順
治
年
閒
採
『
唐
律
疏
議
』。
乾
隆
五
年
館
修
、
倂
補
入
「
用
小
竹
板
」、「
杖
重
於
笞
。
用
大

竹
板
」
字
樣
。

　

再
查
條
末
註
、
原
律
內
開
「
除
罪
應
決
不
待
時
外
、
其
餘
死
罪
人
犯
、
撫
按
審
明
承
招
具
題
、
部
覆
、
奉
旨
依
允
監
固
、
務
於
下
次
巡

按
御
史
再
審
、
分
別
情
眞
・
矜
疑
兩
項
、
奏
請
定
奪
」
等
語
。
至
雍
正
三
年
館
修
、
始
將
情
眞
眞
字
改
爲
情
實
字
樣
。
又
緣
順
治
十
八
年

已
將
巡
按
審
錄
之
例
停
止
、
止
准
該
撫
照
例
舉
行
。
康
煕
四
年
題
准
、
直
省
秋
審
、
該
撫
會
同
總
督
審
錄
。
故
將
「
撫
按
審
明
」
及
「
下

次
巡
按
御
史
再
審
」
等
句
除
。
又
查
、
順
治
十
年
始
舉
行
朝
審
之
例
、
卽
分
爲
情
眞
・
緩
決
・
矜
疑
三
項
。
順
治
十
五
年
題
准
、
各
省

秋
審
亦
照
在
京
事
例
、
詳
審
分
別
三
項
具
奏
。
是
以
雍
正
三
年
館
修
、
倂
將
緩
決
一
項
一
倂
修
入
、
纂
如
歬
註
。
其
一
切
秋
審
・
朝
審
條

例
、
俱
列
斷
獄
門
有
司
決
囚
等
第
條
內
。
應
參
觀
。
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『大清律例通考』巻四・名例律上・五刑（一丁裏～三丁表）
（中央大学図書館所蔵、請求記号：M322.22/D27）
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訓
読
文

　

五
刑
律
文

　

笞
刑
は
五
つ
［
笞
は
擊
な
り
。
ま
た
訓よ

み
て
恥
と
爲
す
。
小
竹
板
を
用
ゐ
る
］。
一
十
［
四
板
に
折
す
］、
二
十
［
零
を
除
き
五
板
に
折

す
］、
三
十
［
零
を
除
き
一
十
板
に
折
す
］、
四
十
［
零
を
除
き
一
十
五
板
に
折
す
］、
五
十
［
二
十
板
に
折
す
］。

　

杖
刑
は
五
つ
［
杖
は
笞
よ
り
重
し
。
大
竹
板
を
用
ゐ
る
］。
六
十
［
零
を
除
き
二
十
板
に
折
す
］、
七
十
［
零
を
除
き
二
十
五
板
に
折
す
］、

八
十
［
零
を
除
き
三
十
板
に
折
す
］、
九
十
［
零
を
除
き
三
十
五
板
に
折
す
］、
一
百
［
四
十
板
に
折
す
］。

　

徒
刑
は
五
つ
［
徒
は
奴
な
り
。
蓋け

だ

し
之
を
奴
辱
す
］。
一
年
杖
六
十
、
一
年
半
杖
七
十
、
二
年
杖
八
十
、
二
年
半
杖
九
十
、
三
年
杖
一
百
。

　

流
刑
は
三
つ
［
刑
殺
す
る
に
忍
び
ず
。
之
を
遠
方
に
流
す
］。
二
千
里
杖
一
百
、
二
千
五
百
里
杖
一
百
、
三
千
里
杖
一
百
。

　

死
刑
は
二
つ
。
絞
、
斬
［
內
外
死
罪
人
犯
、
應
決
不
待
時
を
除
く
の
外
、
餘
は
俱
に
監
固
し
、
秋
審
・
朝
審
を
候ま

ち
、
情
實
・
緩
決
・

矜
疑
に
分
別
し
、
定
奪
を
奏
請
す
］。

　

謹
み
て
按
ず
る
に
、『
孝
經
援え

ん

神し
ん

契け
い

』
に
云
ふ
「
垩
人
は
五
刑
を
制さ
だ

め
、
以
て
五
行
に
法の
つ
とる
」
と
、『
禮
』
に
云
ふ
「
刑
は
侀け
い

な
り
、
成

な
り
。
一
た
び
成
せ
ば
變
ず
可
か
ら
ず
。
故
に
君
子
は
心
を
焉こ

こ

に
盡
く
す
」
と
。
五
刑
の
始
は
、
虞ぐ

書し
よ

に
見
え
、
曰
く
「
象し
よ
うを
典
刑
と
以な

す
」、
又
曰
く
「
五
刑
に
有
服
し
、
五
服
を
三
つ
に
就お

く
」
と
。
註
に
謂
ふ
「
墨
・
劓ぎ

・
剕ひ

・
宮
・
大た
い

辟へ
き

な
り
」
と
。
三
代
相
承
け
、
尤
も

『
周
官
』
司
寇
の
制
よ
り
詳
か
な
る
莫な

し
。
蓋
し
皆
な
肉
刑
な
り
。
漢
文
帝
、
肉
刑
を
除
き
て
よ
り
、
延
き
て
隋
唐
に
至
り
て
、
乃
ち
笞
・

杖
・
徒
・
流
・
死
を
以
て
定
め
て
五
刑
と
爲
す
。
歷
代
之
に
因
り
、
今
に
至
る
も
改
め
ず
。
其
れ
笞
刑
は
五
つ
、
卽
ち
虞
書
の
所
謂
「
扑

を
敎
刑
と
作な

す
」
者
な
り
。
其
れ
杖
刑
は
五
つ
、
卽
ち
『
國
語
』
の
所
謂
「
薄
刑
は
鞭
扑
を
用
ふ
」、
而
し
て
虞
書
の
所
謂
「
鞭
を
官
刑
と

作な

す
」
者
是
な
り
。
其
れ
徒
刑
は
則
ち
周
よ
り
始
ま
る
。『
周
禮
』
に
「
其
の
奴
、
男
子
は
罪
隸
に
入
る
」
と
、
又
「
之
に
任
ず
る
に
事
を

以
て
し
、
寘お

く
に
圜え
ん

土ど

を
以
て
し
、
收
め
て
之
を
敎
ふ
。
上
罪
は
三
年
に
し
て
捨ゆ
る

し
、
中
罪
は
二
年
に
し
て
捨
し
、
下
罪
は
一
年
に
し
て
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捨
す
」
と
云
ふ
は
、
竝み

な
徒
刑
な
り
。
而
し
て
今
の
律
則
ち
更
に
析わ

か
ち
て
五
等
と
爲
す
。
其
れ
流
刑
は
則
ち
唐
虞
よ
り
肇は
じ

ま
る
。『
書
』

に
曰
く
「
流
は
五
刑
を
宥ゆ

る

む
」
と
、
又
曰
く
「
五
流
に
有
宅
し
、
五
宅
三
つ
に
居
く
」
と
。
今
の
三
流
、
卽
ち
其
の
義
な
り
。
斬
・
絞
の

坐
は
、
刑
の
極
み
な
り
。『
春
秋
元げ

ん

命め
い

包ほ
う

』
に
云
ふ
「
黃
帝
、
蚩し

尤ゆ
う

を
涿た
く

鹿ろ
く

の
野
に
斬
る
」
と
。『
禮
』
に
云
ふ
「
公
族
、
死
罪
有
れ
ば
、
則

ち
甸で

ん

人じ
ん

に
磬け
い

す
」［
之
を
縊く
び

る
こ
と
樂
器
の
磬
を
縣か

け
る
が
如
し
と
註
す
］
と
。
斬
は
軒け
ん

轅え
ん

よ
り
、
絞
は
周
代
に
興
る
を
知
る
可
し
。
二
つ

は
皆
な
古
の
大
辟
の
刑
な
り
。

　

查
す
る
に
唐
明
の
原
律
、
笞
・
杖
各
條
下
、
俱
に
贖
刑
數
目
を
註
す
も
、
順
治
・
康
煕
年
閒
の
律
內
に
は
無
し
。
雍
正
三
年
館
修
し
、
始

め
て
應
に
贖
す
べ
き
銀
數
を
將
て
歬
圖
に
開
列
す
。
又
國
初
の
律
の
笞
・
杖
數
目
下
の
原
註
は
五
を
以
て
十
を
折
す
。
康
煕
年
閒
の
現
行

則
例
、
始
め
て
四
を
以
て
十
を
折
し
、
倂
せ
て
五
に
及
ば
ざ
る
の
零
數
を
除
く
。
故
に
杖
一
百
は
折
し
て
四
十
板
を
責
む
る
に
止
む
。
雍

正
三
年
館
修
し
、
乃
ち
改
め
て
「
折
四
」「
除
零
」
等
の
語
を
註
す
。
其
れ
笞
刑
下
の
小
註
「
笞
は
擊
な
り
。
ま
た
訓
み
て
恥
と
爲
す
」、
徒

刑
下
の
小
註
「
徒
は
奴
な
り
。
蓋
し
之
を
奴
辱
す
」、
流
刑
下
の
小
註
「
刑
殺
す
る
に
忍
び
ず
。
之
を
遠
方
に
流
す
」
等
の
句
は
、
順
治
年

閒
に
『
唐
律
疏
議
』
よ
り
採
る
に
係
る
。
乾
隆
五
年
館
修
し
、
倂
せ
て
「
小
竹
板
を
用
ゐ
る
」、「
杖
は
笞
よ
り
重
し
。
大
竹
板
を
用
ゐ
る
」

の
字
樣
を
補
入
す
。

　

再
查
す
る
に
條
末
註
、
原
律
內
開
す
ら
く
「
罪
、
應
決
不
待
時
を
除
く
の
外
、
其
の
餘
の
死
罪
人
犯
は
、
撫
按
審
明
し
招
を
承
け
て
具

題
し
、
部
覆
し
、
旨
を
奉
じ
て
監
固
を
依
允
せ
ら
る
れ
ば
、
務
め
て
下
次
巡
按
御
史
の
再
審
に
於
い
て
、
情
眞
・
矜
疑
の
兩
項
に
分
別
し
、

定
奪
を
奏
請
す
」
等
の
語
。
雍
正
三
年
の
館
修
に
至
っ
て
、
始
め
て
「
情
眞
」
の
「
眞
」
字
を
將
て
改
め
て
「
情
實
」
の
字
樣
と
爲
す
。
又

順
治
十
八
年
、
已
に
巡
按
審
錄
の
例
を
將
て
停
止
す
る
に
緣よ

り
、
止た

だ
該
撫
の
例
に
照
ら
し
て
舉
行
す
る
を
准ゆ
る

す
。
康
煕
四
年
題
准
し
て
、

直
省
の
秋
審
、
該
撫
は
總
督
と
會
同
し
て
審
錄
せ
し
む
。
故
に
「
撫
按
審
明
」
及
び
「
下
次
巡
按
御
史
再
審
」
等
の
句
を
將
て
さ
ん
じ
よ除
す
。
又
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查
す
る
に
、
順
治
十
年
、
始
め
て
朝
審
の
例
を
舉
行
し
、
卽
ち
分
か
ち
て
情
眞
・
緩
決
・
矜
疑
三
項
と
爲
す
。
順
治
十
五
年
題
准
し
て
、
各

省
秋
審
も
亦
た
在
京
事
例
に
照
ら
し
て
、
詳
審
し
三
項
に
分
別
し
て
具
奏
せ
し
む
。
是
を
以
て
雍
正
三
年
館
修
し
、
倂
せ
て
緩
決
一
項
を

將
て
一
倂
に
修
入
し
、
纂
す
る
こ
と
歬
註
の
如
し
。
其
れ
一
切
の
秋
審
・
朝
審
の
條
例
は
、
俱
に
斷
獄
門
の
有
司
決
囚
等
第
條
內
に
列
す
。

應
に
參
觀
す
べ
し
。

演
習
に
臨
ん
で

　『
大
清
律
例
通
考
』
は
、
上
記
の
よ
う
に
律
例
の
個
々
の
条
文
に
つ
い
て
、
そ
の
由
来
や
変
遷
を
解
説
し
た
書
物
で
あ
る
。
本
書
の
著
者

呉
壇
に
つ
い
て
は
次
節
に
て
詳
し
く
述
べ
る
が
、
乾
隆
年
間
に
刑
部
右
侍
郎
や
江
蘇
巡
撫
な
ど
を
歴
任
し
た
官
僚
で
、
本
書
は
乾
隆
四
十

三
年
︵
一
七
七
八
︶
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
翌
年
の
情
報
を
追
補
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
以
降
の
条
例
編
纂
に
つ
い
て
は
、
前

述
の
『
大
清
律
例
根
原
』
や
『
読
例
存
疑
』
な
ど
、
別
の
情
報
源
を
用
い
た
調
査
が
必
要
と
な
る
が
、
乾
隆
中
期
ま
で
の
律
例
の
沿
革
を

知
る
際
に
は
、
ま
ず
手
に
取
る
べ
き
本
で
あ
る
。

　
本
書
に
つ
い
て
は
、
張
偉
仁
主
編
『
中
国
法
制
史
書
目
』︵
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
六
年
︶
や
谷
井
俊
仁
「
清
律
」︵
滋
賀
秀

三
編
『
中
国
法
制
史
︱
基
本
資
料
の
研
究
︱
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
︶
に
簡
潔
な
紹
介
が
あ
る
ほ
か
、
洪
丕
謨
『
中
国
古
代
法
律
名
著

提
要
』︵
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
︶
に
も
解
題
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
版
本
と
し
て
は
、
呉
壇
の
玄
孫
呉
重
憙
が
光
緒
十
二
年
︵
一

八
八
六
︶
三
月
に
記
し
た
「
律
例
通
考
校
刊
縁
起
」
を
巻
頭
に
置
く
木
版
本
を
、
国
立
国
会
図
書
館
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
東

京
大
学
法
学
部
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
京
都
大
学
法
学
部
・
中
央
大
学
図
書
館
が
所
蔵
︵
6
︶
す
る
ほ
か
、
台
湾
の
複
数
機
関
が

所
蔵
し
て
い
る
︵
7
︶。『
大
清
律
例
通
考
』
の
版
本
と
し
て
は
、
こ
の
光
緒
十
二
年
本
が
も
っ
と
も
広
く
流
布
し
た
本
と
み
ら
れ
る
。
一
九

九
二
年
に
は
、
こ
の
光
緒
十
二
年
本
を
底
本
と
し
て
、
多
く
の
註
を
附
し
た
馬
建
石
・
楊
育
棠
主
編
『
大
清
律
例
通
考
校
注
』
が
中
国
政

法
大
学
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
国
政
法
大
学
図
書
館
編
『
中
国
法
律
図
書
総
目
』︵
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
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年
︶
に
よ
る
と
、
乾
隆
四
十
三
年
︵
一
七
七
八
︶
や
光
緒
三
年
︵
一
八
七
七
︶
の
刊
本
が
存
在
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
所
蔵
機
関
等
は
不

詳
で
あ
る
。

　
以
下
、
引
用
史
料
を
読
解
す
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
見
て
い
こ
う
。

　〈
五
刑
〉
呉
壇
の
按
語
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
刑
に
は
古
代
以
来
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
隋
唐
以
降
、
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
五
つ

の
刑
罰
を
五
刑
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
明
律
・
清
律
に
も
踏
襲
さ
れ
た
︵
8
︶。
五
つ
の
笞
刑
、
五
つ
の
杖
刑
、
五
つ
の
徒
刑
、
三

つ
の
流
刑
、
二
つ
の
死
刑
の
計
二
十
の
刑
罰
は
、
刑
罰
の
軽
重
を
示
す
二
十
の
等
級
と
も
な
り
、
五
刑
律
の
本
文
は
こ
れ
を
列
示
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
刑
は
個
々
の
犯
罪
と
対
応
す
る
刑
罰
に
つ
い
て
定
め
た
律
や
条
例
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
律

の
総
則
的
規
定
を
収
め
た
名
例
律
の
第
一
条
に
こ
の
律
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
清
代
に
は
こ
の
五
刑
以
外
に
、
首
か
せ
を
し

て
一
定
期
間
衆
目
に
さ
ら
す
枷
号
、
実
質
的
に
流
刑
と
死
刑
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
充
軍
・
発
遣
、
斬
を
上
回
る
極
刑
と
し
て
置
か
れ

た
凌
遅
処
死
な
ど
、
五
刑
律
の
規
定
外
の
刑
罰
も
行
わ
れ
て
い
た
点
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
︵
9
︶。

　〈
笞
刑
〉〈
杖
刑
〉
清
律
は
、
唐
律
の
笞
一
十
・
笞
二
十
・
笞
三
十
・
笞
四
十
・
笞
五
十
、
杖
六
十
・
杖
七
十
・
杖
八
十
・
杖
九
十
・
杖

一
百
と
い
う
刑
罰
を
、
名
称
の
上
で
は
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
だ
が
、
小
註
︵
律
に
付
す
註
を
小
註
と
い
う
︶
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
額
面
通

り
の
笞
打
ち
、
杖
叩
き
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
呉
壇
の
按
語
第
二
段
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
は
、
国
初
に
は
回
数
を
五

掛
け
し
て
板
で
打
つ
刑
と
し
て
執
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
康
煕
年
間
に
四
掛
け
に
改
め
ら
れ
、
笞
一
十
を
四
板
と
す
る
以
外
は
、
五
の
倍
数

に
満
た
な
い
端
数
は
切
り
捨
て
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
笞
二
十
の
四
掛
け
は
八
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
端
数
を
切
り
捨
て

て
五
板
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
執
行
に
当
た
っ
て
用
い
ら
れ
る
刑
具
に
つ
い
て
は
、
こ
の
五
刑
律
に
附
さ
れ
る
条
例
に
規
定
さ
れ
た
。

前
近
代
の
中
国
で
は
、
こ
の
よ
う
に
刑
罰
の
名
と
、
実
際
に
執
行
さ
れ
る
刑
が
異
な
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
こ
の
点
に
も
気
を
つ
け

て
お
き
た
い
。

　〈
徒
刑
〉〈
流
刑
〉
徒
刑
は
省
内
の
駅
逓
に
配
し
て
労
役
に
つ
か
せ
る
も
の
と
さ
れ
た
が
、
や
が
て
駅
逓
で
の
労
役
は
形
骸
化
し
、
ひ
と
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つ
の
省
内
で
罪
人
を
一
定
期
間
、
郷
里
か
ら
引
き
離
し
て
配
流
す
る
刑
罰
と
な
っ
た
。
ま
た
流
刑
は
当
初
、
罪
人
を
僻
遠
の
地
に
流
す
刑

罰
と
さ
れ
た
が
、
乾
隆
期
に
辺
境
に
限
ら
ず
内
地
を
広
く
用
い
て
罪
人
を
他
省
に
配
流
す
る
刑
罰
に
再
編
さ
れ
た
︵
10
︶。

　〈
死
刑
〉
絞
お
よ
び
斬
の
死
刑
は
、
判
決
が
定
ま
っ
た
後
、
た
だ
ち
に
処
刑
す
る
も
の
︵
応
決
不
待
時
。
立
決
︶
と
、
執
行
を
し
ば
ら
く
猶

予
し
、
改
め
て
執
行
・
減
刑
の
可
否
を
定
め
る
秋
審
・
朝
審
と
い
う
審
議
に
か
け
る
も
の
︵
監
候
︶
に
分
別
さ
れ
た
。
情
実
︵
情
真
︶
は
罪

情
が
真
実
に
し
て
執
行
妥
当
と
す
る
も
の
、
緩
決
は
執
行
を
猶
予
し
た
状
態
を
継
続
す
る
も
の
、
矜
疑
は
罪
情
に
矜
れ
む
べ
き
点
が
あ
る

も
の
と
罪
情
に
疑
う
べ
き
点
が
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
減
刑
妥
当
と
さ
れ
た
︵
11
︶。

　〈
孝
經
援
神
契
〉〈
禮
〉
礼
記
。〈
虞
書
〉
虞
の
史
官
の
作
と
さ
れ
る
『
尚
書
』
の
堯
典
・
舜
典
・
大
禹
謨
・
皋
陶
謨
・
益
稷
の
五
編
。〈
周

官
〉
周
礼
。〈
國
語
〉〈
周
禮
〉〈
書
〉
書
経
、
尚
書
。〈
春
秋
元
命
包
〉『
大
清
律
例
通
考
』
で
は
、
こ
の
五
刑
律
の
按
語
の
よ
う
に
、
儒
教

の
経
典
な
ど
の
古
典
に
淵
源
を
求
め
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
古
典
の
真
贋
や
内
容
の
真
偽
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
当

時
の
律
学
家
が
法
律
の
背
景
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
こ
の
按
語
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
な
議
論
も
お
さ

え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
按
語
の
第
一
段
に
展
開
さ
れ
る
議
論
は
、
呉
壇
の
全
く
の
独
創
で
は
な
く
、
中
国
の
伝
統
的
な
律
学
に
根

ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
こ
に
引
か
れ
る
古
典
の
多
く
は
、『
唐
律
疏
議
』
名
例
律
の
疏
議
に
も
ほ
ぼ
同
文
で
引
か
れ
て
お

り
、
呉
壇
は
唐
以
前
の
律
の
由
来
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
『
唐
律
疏
議
』
に
依
拠
し
な
が
ら
按
語
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
『
大
清
律
例
通
考
』
を
読
む
際
に
は
、『
訳
註
日
本
律
令
』
唐
律
疏
議
訳
註
篇
︵
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
~
九
六
年
︶
な
ど
も
手
元
に
備

え
て
お
く
と
よ
い
。
ま
た
、
中
村
正
人
・
唐
律
疏
議
講
読
会
に
よ
る
『
唐
律
疏
議
』
の
現
代
語
訳
も
進
行
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
も
目
を

配
っ
て
お
き
た
い
。『
大
清
律
例
通
考
』
に
限
ら
ず
、
中
国
の
士
大
夫
の
文
章
に
は
し
ば
し
ば
古
典
が
引
か
れ
る
の
で
、
十
三
経
注
疏
や
新

釈
漢
文
大
系
な
ど
も
折
に
触
れ
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。
本
章
で
は
『
十
三
経
注
疏
　
整
理
本
』︵
北
京
大
学
出

版
社
、
二
〇
〇
〇
年
︶
と
新
釈
漢
文
大
系
の
『
礼
記
』『
国
語
』『
書
経
』︵
明
治
書
院
、『
礼
記
』
一
九
七
一
~
七
九
年
、『
国
語
』
一
九
七
五
~
七
八

年
、『
書
経
』
一
九
八
三
~
八
五
年
︶
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
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按
語
に
引
用
さ
れ
る
『
孝
経
援
神
契
』
や
『
春
秋
元
命
包
』
は
、
経
書
に
仮
託
し
て
事
の
吉
兆
禍
福
な
ど
を
論
じ
た
緯
書
の
一
種
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
散
逸
し
て
原
書
は
伝
わ
ら
な
い
。
按
語
中
の
引
用
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
唐
律
疏
議
』
に
も
全
く
の
同
文
で
載
っ
て
い
る
の

で
、
呉
壇
は
そ
こ
か
ら
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
中
村
璋
八
・
安
居
香
山
『
重
修
緯
書
集
成
』︵
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
一
~
九
二
年
︶
に

は
、
こ
の
二
書
の
佚
文
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、『
孝
経
援
神
契
』
に
つ
い
て
は
同
じ
文
言
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
唐
律
疏
議
』

と
『
大
清
律
例
通
考
』
が
引
く
『
春
秋
元
命
包
』
の
文
言
︵
黃
帝
斬
蚩
尤
於
涿
鹿
之
野
︶
は
見
当
た
ら
な
い
。

　〈
五
刑
有
服
〉〈
五
流
有
宅
〉
こ
れ
ら
は
「
五
刑
に
服
有
り
」「
五
流
に
宅
有
り
」
と
も
読
め
る
が
、
こ
こ
で
は
「
有
」
を
語
助
と
し
て

「
五
刑
に
有
服
し
」「
五
流
に
有
宅
し
」
と
訓
じ
る
新
釈
漢
文
大
系
『
書
経
』
堯
典
の
読
み
に
従
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
の
服
は
附
す
、
宅

は
置
く
の
意
で
あ
る
。

　〈
館
修
〉
こ
の
「
館
」
は
律
例
館
を
指
す
。
律
例
館
は
そ
の
名
の
通
り
、
律
例
の
修
訂
を
主
な
職
務
と
す
る
機
関
で
あ
り
、
初
め
独
立
し

た
機
関
で
あ
っ
た
が
、
乾
隆
七
年
︵
一
七
四
二
︶
に
刑
部
の
所
属
と
な
っ
た
︵
12
︶。
そ
の
律
例
館
に
よ
る
律
例
の
修
訂
の
こ
と
を
「
館
修
」

と
い
う
。

　〈
將
應
贖
銀
數
開
列
歬
圖
〉
こ
の
「
歬
圖
」
は
『
大
清
律
例
』
に
附
さ
れ
る
納
贖
諸
例
図
な
ど
の
贖
に
関
わ
る
諸
図
を
指
す
。
こ
れ
ら
の

図
は
『
大
清
律
例
通
考
』
で
は
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　〈
撫
按
〉〈
部
覆
〉「
撫
」
は
巡
撫
、「
按
」
は
巡
按
御
史
の
略
。「
部
覆
」
は
六
部
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
覆
議
・
覆
審
を
指
す
。
こ
こ
で
は

刑
部
に
よ
る
覆
審
で
あ
る
。

　〈
情
眞
〉
が
〈
情
實
〉
と
改
め
ら
れ
た
の
は
、
雍
正
帝
の
諱
「
胤
禛
」
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
避
諱
と
言
う
が
、
避
諱
に
つ
い

て
解
説
し
、
各
種
の
諱
を
例
示
し
た
古
典
的
な
工
具
書
が
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』︵
燕
京
大
学
燕
京
学
報
編
輯
会
、
一
九
二
八
年
初
版
。
一
九
五
六

年
重
印
︶
で
あ
る
。
な
お
『
史
諱
挙
例
』
で
は
、「
胤
禛
」
に
つ
い
て
「
胤
」
字
、「
禛
」
字
そ
の
も
の
が
避
け
ら
れ
る
例
を
挙
げ
て
い
る

が
、
こ
の
「
眞
」
字
の
よ
う
に
文
字
の
旁つ

く
りが
避
け
ら
れ
る
例
も
あ
る
。
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　〈

除
〉
律
例
の
条
文
や
字
句
を
削
除
す
る
こ
と
を
「
除
」
と
い
う
。

　〈
斷
獄
門
有
司
決
囚
等
第
〉
刑
律
・
断
獄
・
有
司
決
囚
等
第
律
を
指
す
。
覆
審
制
な
ど
の
裁
判
手
続
き
に
つ
い
て
定
め
た
律
で
あ
る
が
、

清
代
を
通
じ
て
多
く
の
条
例
が
こ
の
律
に
附
さ
れ
て
い
っ
た
︵
13
︶。

現
代
語
訳

　
五
刑
律
文

　
笞
刑
は
五
つ
﹇
笞
と
は
撃う

つ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
恥
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
小
竹
板
を
用
い
る
﹈。
一
十
﹇
四
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す

る
﹈、
二
十
﹇
端
数
を
切
り
捨
て
五
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈、
三
十
﹇
端
数
を
切
り
捨
て
十
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈、
四
十
﹇
端
数

を
切
り
捨
て
十
五
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈、
五
十
﹇
二
十
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈。

　
杖
刑
は
五
つ
﹇
杖
は
笞
よ
り
重
い
。
大
竹
板
を
用
い
る
﹈。
六
十
﹇
端
数
を
切
り
捨
て
二
十
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈、
七
十
﹇
端
数

を
切
り
捨
て
二
十
五
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈、
八
十
﹇
端
数
を
切
り
捨
て
三
十
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈、
九
十
﹇
端
数
を
切
り
捨
て

三
十
五
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈、
一
百
﹇
四
十
回
の
板
打
ち
に
軽
減
す
る
﹈。

　
徒
刑
は
五
つ
﹇
徒
と
は
奴
僕
で
あ
る
。
け
だ
し
こ
れ
を
奴
僕
と
し
て
辱
し
め
る
も
の
で
あ
る
﹈。
一
年
杖
六
十
、
一
年
半
杖
七
十
、
二
年

杖
八
十
、
二
年
半
杖
九
十
、
三
年
杖
一
百
。

　
流
刑
は
三
つ
﹇
処
刑
す
る
に
忍
び
ず
。
こ
れ
を
遠
方
に
流
す
も
の
で
あ
る
﹈。
二
千
里
杖
一
百
、
二
千
五
百
里
杖
一
百
、
三
千
里
杖
一
百
。

　
死
刑
は
二
つ
。
絞
、
斬
﹇
京
師
と
地
方
の
死
罪
の
罪
人
は
、
た
だ
ち
に
処
刑
す
る
も
の
を
除
き
、
そ
れ
以
外
は
皆
な
監
禁
し
、
秋
審
・

朝
審
に
て
情
実
・
緩
決
・
矜
疑
に
分
け
る
の
を
待
ち
、
上
奏
し
て
皇
上
の
ご
裁
断
を
請
う
﹈。

　
謹
ん
で
按
ず
る
に
、『
孝
経
援え

ん

神し
ん

契け
い

』
に
「
聖
人
は
五
刑
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
五
行
に
の
っ
と
る
の
で
あ
る
」
と
言
い
、『
礼
記
』
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に
「
刑
と
は
侀け
い

︵
型
︶
で
あ
り
、
事
を
成
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
決
め
た
ら
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
君
子
は

心
を
尽
く
す
の
で
あ
る
」︵『
礼
記
』
王
制
︶
と
言
う
。
五
刑
の
始
ま
り
は
、
虞ぐ

書し
よ

に
見
え
、「
象
し
よ
う

刑け
い

︵
服
装
を
常
人
と
異
に
し
て
罪
を
表
す
︶
を

常
の
刑
と
す
る
」︵『
尚
書
』
舜
典
︶
と
言
い
、
ま
た
「
五
刑
に
附
し
、
五
刑
に
附
し
た
も
の
は
三
箇
所
に
置
く
」︵
同
上
︶
と
言
う
。
注
に

「
墨
・
劓ぎ

・
剕ひ

・
宮
・
大た
い
へ
き辟
で
あ
る
」
と
言
う
。
夏
殷
周
の
三
代
は
こ
れ
を
継
承
し
、
と
り
わ
け
『
周
官
』
の
司
寇
の
制
よ
り
詳
し
い
も
の

は
な
い
。
け
だ
し
す
べ
て
肉
刑
で
あ
る
。
漢
の
文
帝
が
肉
刑
を
廃
止
し
て
か
ら
、
隋
唐
に
至
っ
て
、
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
を
五
刑
と
定

め
た
。
歴
代
こ
れ
を
踏
襲
し
、
今
日
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
笞
刑
は
五
つ
で
あ
り
、
虞
書
の
い
わ
ゆ
る
「
扑
︵
教
鞭
︶
を
教
育
の
刑
罰

に
も
ち
い
る
」︵『
尚
書
』
舜
典
︶
で
あ
る
。
杖
刑
は
五
つ
で
あ
り
、『
国
語
』
の
い
わ
ゆ
る
「
軽
微
な
刑
罰
に
は
鞭
と
杖
を
用
い
る
」︵『
国
語
』

魯
語
︶、
そ
し
て
虞
書
の
い
わ
ゆ
る
「
鞭
を
官
吏
の
刑
罰
に
も
ち
い
る
」︵『
尚
書
』
舜
典
︶
で
あ
る
。
徒
刑
は
周
よ
り
始
ま
る
。『
周
礼
』
に

「
そ
の
奴
、
男
子
は
罪
隷
︵
罪
を
得
て
官
奴
と
す
る
こ
と
︶
に
入
る
」︵『
周
礼
』
秋
官
司し

厲れ
い

︶、
ま
た
「︵
人
に
危
害
を
加
え
た
︶
罪
人
に
仕
事
を
命

じ
、
圜え

ん

土ど

︵
牢
獄
︶
に
置
き
、
収
容
し
て
こ
れ
を
教
戒
す
る
。
上
罪
は
三
年
で
ゆ
る
し
、
中
罪
は
二
年
で
ゆ
る
し
、
下
罪
は
一
年
で
ゆ
る

す
」︵『
周
礼
』
秋
官
司し

圜え
ん

︶
と
言
う
の
は
、
す
べ
て
徒
刑
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
の
律
で
は
さ
ら
に
五
等
に
分
け
て
い
る
。
流
刑
は

堯
・
舜
の
時
代
よ
り
始
ま
る
。『
書
』
に
「
流
刑
に
よ
っ
て
五
刑
を
ゆ
る
め
る
」︵『
尚
書
』
舜
典
︶、
ま
た
「
五
刑
を
ゆ
る
め
て
流
刑
に
置
き
、

そ
の
五
つ
の
流
刑
に
処
さ
れ
た
者
を
三
箇
所
に
置
く
」︵
同
上
︶
と
言
う
。
今
日
の
三
つ
の
流
刑
は
、
そ
の
意
義
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

斬
・
絞
の
罪
は
、
刑
の
極
み
で
あ
る
。『
春
秋
元げ

ん

命め
い

包ほ
う

』
に
「
黄
帝
、
蚩し

尤ゆ
う

を
涿た
く
ろ
く鹿
の
野
に
斬
る
」
と
言
い
、『
礼
記
』
に
「
公
族
で
死
罪

を
犯
し
た
者
が
あ
れ
ば
、
甸で

ん

人じ
ん

︵
郊
野
を
管
理
す
る
役
人
︶
に
縊
死
さ
せ
た
」︵『
礼
記
』
文
王
世
子
︶﹇
楽
器
の
磬け
い

を
か
け
る
よ
う
に
縊
死
さ
せ

る
と
注
記
さ
れ
る
﹈
と
言
う
。
斬
は
黄
帝
よ
り
、
絞
は
周
代
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
古
の
大
辟
の
刑
で

あ
る
。

　
調
べ
た
と
こ
ろ
唐
と
明
の
律
で
は
、
笞
・
杖
の
各
条
に
、
い
ず
れ
も
贖
刑
の
数
目
を
註
記
し
て
い
た
が
、
順
治
・
康
煕
年
間
の
律
に
は
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な
か
っ
た
。
雍
正
三
年
に
律
例
館
が
修
訂
し
、
始
め
て
贖
す
べ
き
銀
の
数
目
を
前
図
に
列
記
し
た
。
ま
た
国
初
の
律
の
笞
・
杖
の
回
数
に

附
し
た
小
註
で
は
、
十
を
五
に
軽
減
す
る
と
し
て
い
た
。
康
煕
年
間
の
現
行
則
例
が
、
始
め
て
十
を
四
に
軽
減
し
、
ま
た
五
未
満
の
端
数

を
切
り
捨
て
と
し
た
。
こ
の
た
め
杖
一
百
は
四
十
回
の
板
打
ち
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
雍
正
三
年
に
律
例
館
が
修
訂
し
、
改
め
て
「
折
四
」

「
除
零
」
等
の
語
を
註
記
し
た
。
笞
刑
に
附
し
た
小
註
の
「
笞
と
は
撃う

つ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
恥
と
い
う
意
味
も
あ
る
」、
徒
刑
に
附
し
た

小
註
の
「
徒
と
は
奴
僕
で
あ
る
。
け
だ
し
こ
れ
を
奴
僕
と
し
て
辱
し
め
る
も
の
で
あ
る
」、
流
刑
に
附
し
た
小
註
の
「
処
刑
す
る
に
忍
び
ず
。

こ
れ
を
遠
方
に
流
す
も
の
で
あ
る
」
等
の
文
は
、
順
治
年
間
に
『
唐
律
疏
議
』
よ
り
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
乾
隆
五
年
に
律
例
館
が
修
訂

し
、
合
わ
せ
て
「
小
竹
板
を
用
い
る
」、「
杖
は
笞
よ
り
重
い
。
大
竹
板
を
用
い
る
」
の
字
句
を
補
っ
た
。

　
さ
ら
に
条
末
の
小
註
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
の
律
に
は
「
た
だ
ち
に
処
刑
す
る
犯
罪
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
死
罪
の
罪

人
は
、
巡
撫
と
巡
按
御
史
が
審
理
し
て
明
ら
か
に
し
供
述
書
を
取
っ
て
題
本
を
提
出
し
、
刑
部
が
覆
審
し
、
旨
を
奉
じ
て
監
禁
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
必
ず
次
回
の
巡
按
御
史
の
再
審
の
際
に
、
情
真
・
矜
疑
の
二
つ
の
項
目
に
分
け
、
上
奏
し
て
皇
上
の
ご
裁
断
を

請
う
」
等
の
語
が
記
さ
れ
て
い
た
。
雍
正
三
年
の
律
例
館
の
修
訂
の
際
に
、「
情
真
」
の
「
真
」
字
を
改
め
て
「
情
実
」
の
字
句
と
し
た
。

ま
た
順
治
十
八
年
、
す
で
に
巡
按
御
史
に
よ
る
審
録
の
例
が
停
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
該
の
巡
撫
が
例
に
従
っ
て
行
う
こ
と
を
認
め
た
。

康
煕
四
年
、
直
隷
・
各
省
の
秋
審
に
つ
い
て
、
当
該
の
巡
撫
が
総
督
と
会
同
し
て
審
録
さ
せ
る
こ
と
が
、
題
本
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
こ

の
た
め
「
巡
撫
と
巡
按
御
史
が
審
理
し
て
明
ら
か
に
し
」
お
よ
び
「
次
回
の
巡
按
御
史
の
再
審
の
際
に
」
等
の
文
を
削
除
し
た
。
ま
た
調

べ
た
と
こ
ろ
、
順
治
十
年
に
始
め
て
朝
審
の
例
が
挙
行
さ
れ
、
情
真
・
緩
決
・
矜
疑
の
三
つ
の
項
目
に
分
け
ら
れ
た
。
順
治
十
五
年
、
各

省
の
秋
審
も
ま
た
京
師
の
事
例
に
倣
っ
て
、
詳
し
く
審
理
し
三
つ
の
項
目
に
分
け
て
奏
摺
で
報
告
す
る
こ
と
が
、
題
本
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
た
。
こ
の
た
め
雍
正
三
年
の
律
例
館
の
修
訂
で
は
、
合
わ
せ
て
緩
決
の
項
目
を
一
緒
に
加
え
て
、
前
に
記
し
た
小
註
の
よ
う
に
編
纂
し

た
。
全
て
の
秋
審
・
朝
審
に
関
す
る
条
例
は
、
と
も
に
断
獄
門
の
有
司
決
囚
等
第
条
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
参
看
す
べ
き
で
あ
る
。
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二
　
呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』
巻
頭
所
収
　
呉
重
憙
「
律
例
通
考
校
刊
緣
起
」

標
点
文　

呉
重
憙
「
律
例
通
考
校
刊
緣
起
」

　

嗚
呼
。
此
我
高
祖
中
丞
公
、
未
竟
之
業
也
。
我
太
高
祖
大
司
寇
恭
定
公
、
由
雍
正
七
年
制
科
召
對
稱
旨
、
授
刑
部
京
官
。
純
廟
龍
飛
元

年
㆛
辰
重
脩
律
例
、
恭
定
公
實
官
纂
脩
、
手
定
名
例
二
卷
。
先
後
在
刑
部
二
十
餘
年
。
中
丞
公
日
承
庭
訓
、
於
律
例
固
已
習
聞
。
辛
巳
成

進
士
、
復
官
刑
部
。
甫
受
事
卽
明
決
如
老
吏
。
總
理
十
八
司
、
歷
辦
秋
審
、
出
入
平
允
。
奉
命
按
獄
外
省
凡
十
餘
次
、
多
所
平
反
。
秋
曹

之
敍
雪
堂
額
猶
公
手
書
也
。
㆛
戌
恭
定
公
以
甘
藩
入
爲
少
司
寇
、
父
子
堂
司
、
蒙
純
廟
特
旨
、
無
庸
廻
避
。
次
年
遂
由
郞
中
超
擢
蘇
臬
。
距

通
籍
僅
六
年
耳
。
壬
辰
恭
定
公
調
任
少
宰
、
公
卽
以
蘇
藩
入
補
恭
定
公
所
遺
少
司
寇
缺
。
時
論
榮
之
。
而
公
所
以
受
主
知
承
庭
訓
者
、
畢

生
精
力
皆
萃
於
律
例
一
書
。
蓋
公
生
平
無
嗜
好
、
獨
於
刑
名
之
學
夙
所
專
心
、
用
是
輯
爲
通
考
一
書
。
溯
源
三
代
・
漢
唐
、
以
迄
昭
代
。
每

一
圖
・
一
律
・
一
例
後
、
各
註
按
語
。
凡
例
文
之
脩
改
、
字
句
之
增
、
莫
不
竟
委
窮
源
、
精
詳
甄
覈
。
脩
止
於
乾
隆
四
十
三
年
、
其
四

十
四
年
之
新
章
、
則
列
爲
應
纂
、
以
備
編
入
。
其
已
之
例
亦
必
附
書
本
條
之
末
、
申
明
所
以
之
故
。
凡
有
酌
擬
應
應
改
及
另
有
議
論

者
、
俱
用
又
按
以
爲
別
。
而
服
制
一
類
、
折
衷
經
義
、
尤
爲
精
審
。
本
朞
成
書
後
繕
寫
進
呈
、
未
果
而
公
於
庚
子
秋
吿
薨
於
蘇
撫
任
所
。

　

迄
今
已
逾
百
年
、
幾
將
散
軼
、
若
有
呵
護
。
四
五
世
來
、
抱
殘
守
缺
、
斤
斤
恐
墜
、
時
冀
有
專
門
之
學
繼
纂
成
書
、
而
虛
願
難
償
、
名

山
終
閟
。
徒
以
未
成
之
著
、
愼
重
迁
延
、
未
付
棃
棗
。
重
憙
承
先
人
餘
蔭
、
倖
秉
一
麾
。
每
撫
遺
編
、
時
虞
隕
越
。
況
其
閒
一
經
傳
託
之

非
人
、
兩
歷
梓
桑
之
烽
火
。
儻
有
失
墜
、
罪
孼
彌
深
。
不
如
卽
以
原
稿
梓
刊
問
世
、
用
質
當
代
君
子
續
爲
編
輯
。
於
以
備
一
代
之
典
章
、
定

百
年
之
因
革
、
使
千
古
律
例
之
學
洞
澈
淵
源
、
而
先
人
畢
生
之
功
亦
附
以
不
泯
焉
。
其
中
應
脩
應
補
、
正
復
紛
歧
、
蠹
⻝
鈔
譌
亦
未
敢
臆

斷
、
謹
一
遵
原
本
、
以
待
高
明
、
如
獲
成
書
、
感
德
不
朽
。
光
緖
㆛
戌
三
⺼
、
元
孫
重
憙
謹
述
。
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訓
読
文

　
嗚
呼
。
此
れ
我
が
高
祖
中
丞
公
、
未
だ
竟お

は
ら
ざ
る
の
業
な
り
。
我
が
太
高
祖
大
司
寇
恭
定
公
、
雍
正
七
年
の
制
科
に
由
り
召
對
せ
ら

れ
る
に
旨
に
稱か

な

ひ
、
刑
部
京
官
を
授
か
る
。
純
廟
龍
飛
の
元
年
㆛
辰
、
律
例
を
重
脩
す
る
に
、
恭
定
公
實
に
纂
脩
に
官
た
り
、
手
づ
か
ら

名
例
二
卷
を
定
む
。
先
後
し
て
刑
部
に
在
る
こ
と
二
十
餘
年
な
り
。
中
丞
公
日
々
庭て

い

訓き
ん

を
承
け
、
律
例
に
於
い
て
は
固
よ
り
已
に
習
聞
す
。

辛
巳
、
進
士
と
成
り
、
復ま

た
刑
部
に
官
た
り
。
甫は
じ

め
て
事
を
受
く
る
も
卽
ち
に
明
決
す
る
こ
と
老
吏
の
如
し
。
十
八
司
を
總
理
し
、
秋
審

を
歷
辦
し
、
出
入
す
る
こ
と
平
允
な
り
。
命
を
奉
じ
て
獄
を
外
省
に
按
ず
る
こ
と
凡
そ
十
餘
次
、
平
反
す
る
所
多
し
。
秋
曹
の
敍
雪
堂
の

額
は
猶
ほ
公
の
手
書
の
ご
と
し
。
㆛
戌
、
恭
定
公
甘
藩
を
以
て
入
り
て
少
司
寇
と
爲
り
、
父
子
堂
司
な
る
も
、
純
廟
の
特
旨
を
蒙
り
、
廻

避
を
庸も

ち

ゐ
る
無
し
。
次
年
、
遂
に
郞
中
由
り
蘇そ

臬げ
つ

に
超
擢
せ
ら
る
。
通
籍
よ
り
距
た
る
こ
と
僅
か
に
六
年
な
る
の
み
。
壬
辰
、
恭
定
公
少

宰
に
調
任
せ
ら
れ
る
や
、
公
卽
ち
蘇
藩
を
以
て
入
り
て
恭
定
公
遺
す
所
の
少
司
寇
の
缺
に
補
せ
ら
る
。
時
論
之
を
榮
え
と
す
。
而
し
て
公

の
主
知
を
受
け
庭
訓
を
承
く
る
所
以
は
、
畢
生
の
精
力
皆
な
律
例
一
書
に
萃あ

つ

め
れ
ば
な
り
。
蓋
し
公
は
生
平
嗜
好
無
く
、
獨
り
刑
名
の
學

に
於
い
て
夙つ

と

に
專
心
す
る
所
に
し
て
、
是
を
以
て
輯あ
つ

め
て
通
考
一
書
を
爲つ
く

る
。
源
を
三
代
・
漢
唐
に
溯
り
、
以
て
昭
代
に
迄い
た

る
。
一
圖
・

一
律
・
一
例
每
の
後
、
各
々
按
語
を
註
す
。
凡
そ
例
文
の
脩
改
、
字
句
の
增
は
、
委す
え

を
竟き
わ

め
源
を
窮
め
て
、
精
詳
に
甄け
ん

覈か
く

せ
ざ
る
莫
し
。

脩
む
る
こ
と
乾
隆
四
十
三
年
に
止
み
、
其
れ
四
十
四
年
の
新
章
は
、
則
ち
列つ

ら

ね
て
應
に
纂
す
べ
し
と
爲
し
、
以
て
編
入
に
備
ふ
。
其
れ
已

にけ
ず

る
の
例
も
亦
た
必
ず
本
條
の
末
に
附
書
し
、
る
所
以
の
故
を
申
明
す
。
凡
そ
酌
擬
し
て
應
に
る
べ
き
、
應
に
改
む
る
べ
き
、
及
び

另べ
つ

に
議
論
有
る
者
有
ら
ば
、
俱
に
「
又
按
ず
る
に
」
を
用
ゐ
て
以
て
別
と
爲
す
。
而
し
て
服
制
一
類
は
、
經
義
を
折
衷
す
る
こ
と
、
尤
も

精
審
な
り
。
本
よ
り
成
書
の
後
、
繕
寫
し
て
進
呈
せ
ん
と
朞
す
る
も
、
未
だ
果
た
さ
ず
し
て
公
、
庚
子
の
秋
に
薨こ

う

を
蘇
撫
任
所
に
吿
ぐ
。

　

今
に
迄い

た

る
ま
で
已
に
百
年
を
逾こ

ゑ
、
幾
ど
散
軼
せ
ん
と
す
る
も
、
呵か

護ご

有
る
が
若
し
。
四
五
世
來
、
抱
殘
守
缺
し
、
斤
斤
墜う
し
なふ
を
恐
る
。

時
に
專
門
の
學
有
り
て
、
繼
纂
し
て
成
書
せ
ん
と
冀

こ
い
ね
がふ
も
、
虛
願
に
し
て
償
ひ
難
く
、
名
山
終
に
閟と

ざ
さ
れ
ん
。
徒
に
未
成
の
著
な
る
を
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以
て
、
愼
重
に
迁
延
し
、
未
だ
棃り

棗そ
う

に
付
さ
ず
。
重
憙
、
先
人
の
餘
蔭
を
承
け
、
倖さ
い
はひ
に
一
麾
を
秉と

る
。
遺
編
を
撫
す
る
每
、
時
に
隕
越

を
虞お

そ

る
。
況
ん
や
其
の
閒
、
一
た
び
傳
託
の
非
人
を
經
、
兩ふ
た

た
び
梓
桑
の
烽
火
を
歷ふ

る
。
儻も

し
失
墜
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
罪ざ
い

孼げ
つ

彌
い
よ
い
よ

深
か

ら
ん
。
卽
ち
原
稿
を
以
て
梓
刊
し
て
世
に
問
ひ
、
用
て
當
代
の
君
子
に
質た

だ

し
、
續
け
て
編
輯
を
爲
す
に
如
か
ず
。
以
て
一
代
の
典
章
を
備

へ
、
百
年
の
因
革
を
定
め
、
千
古
の
律
例
の
學
を
し
て
淵
源
を
洞
澈
せ
し
む
れ
ば
、
先
人
の
畢
生
の
功
も
亦
た
附
す
る
に
不ふ

泯び
ん

を
以
て
す
。

其
の
中
の
應
に
脩
む
べ
き
應
に
補
う
べ
き
、
正
復
の
紛
歧
、
蠹と

食し
よ
く

鈔し
よ
う

譌か

も
亦
た
未
だ
敢
へ
て
臆
斷
せ
ず
、
謹
み
て
一
い
ち
原
本
に
遵
ふ
。

以
て
高
明
を
待
ち
、
如
し
成
書
を
獲
れ
ば
、
感
德
不
朽
な
り
。
光
緖
㆛
戌
三
⺼
、
元
孫
重
憙
、
謹
み
て
述
ぶ
。

演
習
に
臨
ん
で

　
光
緒
十
二
年
︵
一
八
八
六
︶
本
『
大
清
律
例
通
考
』
で
は
、
序
に
あ
た
る
文
章
と
し
て
、
巻
頭
に
呉
壇
の
玄
孫
呉
重
憙
に
よ
る
「
律
例
通

考
校
刊
縁
起
」︵
以
下
「
縁
起
」︶
が
置
か
れ
る
。
呉
重
憙
も
ま
た
清
朝
の
官
僚
経
験
者
で
、「
縁
起
」
を
記
し
た
光
緒
十
二
年
当
時
は
河
南

陳
州
府
知
府
︵
14
︶、
そ
の
後
、
清
朝
最
末
期
に
は
江
西
巡
撫
・
郵
電
部
右
侍
郎
・
同
左
侍
郎
・
河
南
巡
撫
な
ど
を
歴
任
し
た
︵
15
︶。
こ
の

「
縁
起
」
に
は
、
前
半
に
呉
壇
と
そ
の
父
呉
紹
詩
の
経
歴
と
、
呉
壇
に
よ
る
『
大
清
律
例
通
考
』
の
著
述
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
後
半
に
は

呉
壇
の
死
後
、
そ
の
子
孫
が
原
稿
を
受
け
継
ぎ
、
呉
重
憙
の
代
に
い
た
っ
て
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
や
意
図
が
語
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
便
宜
上
、
前
半
と
後
半
で
段
落
を
分
け
た
。

　
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
史
料
の
検
索
も
容
易
に
な
っ
た
昨
今
、
書
物
の
部
分
の
み
を
取
り
出
し
て
用
い
る
手
法
が
採
ら
れ
が
ち
だ
が
、
利
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
書
物
の
構
造
や
性
格
の
把
握
も
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
書
物
の
序
や
跋
な
ど
で
は
、
編
著

者
や
そ
の
関
係
者
、
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
者
な
ど
が
、
書
物
の
来
歴
や
特
徴
、
あ
る
い
は
出
版
の
意
義
な
ど
を
記
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
文
章
に
は
執
筆
者
の
立
場
や
認
識
に
よ
る
制
約
が
か
か
り
が
ち
だ
が
、
そ
れ
を
意
識
し
つ
つ
も
あ
る
書

物
を
史
料
と
し
て
取
り
扱
う
際
に
は
、
序
や
跋
の
類
に
も
目
を
通
し
て
お
く
と
よ
い
。
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ま
た
、
序
・
跋
な
ど
和
漢
の
書
籍
に
関
わ
る
語
句
に
つ
い
て
確
認
す
る
際
に
は
、
長
澤
規
矩
也
編
著
『
図
書
学
辞
典
』︵
長
澤
規
矩
也
先

生
喜
寿
記
念
会
、
一
九
七
九
年
︶
が
便
利
で
あ
る
。
線
装
本
の
書
物
な
ど
を
利
用
す
る
際
に
は
、
漢
籍
を
対
象
と
し
た
書
誌
学
の
手
引
き
書

も
一
読
し
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　〈
高
祖
中
丞
公
〉
は
呉
壇
、〈
太
高
祖
大
司
寇
恭
定
公
〉
は
そ
の
父
呉
紹
詩
を
指
す
︵
恭
定
は
呉
紹
詩
の
諡
︶。
清
代
に
は
、
中
丞
は
巡
撫
、

大
司
寇
は
刑
部
尚
書
の
雅
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
呉
壇
が
江
蘇
巡
撫
、
呉
紹
詩
が
刑
部
尚
書
と
な
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
。
ま

た
、
史
料
中
に
見
え
る
〈
少
司
寇
〉
は
刑
部
侍
郎
、〈
甘
藩
〉〈
蘇
藩
〉
は
そ
れ
ぞ
れ
甘
粛
布
政
使
・
江
蘇
布
政
使
、〈
蘇
臬
〉
は
江
蘇
按
察

使
、〈
少
宰
〉
は
吏
部
侍
郎
を
指
す
。
少
司
寇
・
少
宰
な
ど
六
部
侍
郎
の
雅
名
は
左
・
右
の
別
な
く
用
い
ら
れ
る
の
で
、『
清
史
稿
』
の
職

官
表
や
銭
実
甫
『
清
代
職
官
年
表
』︵
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
︶
な
ど
で
確
認
す
る
と
よ
い
。
本
節
の
現
代
語
訳
で
は
左
・
右
を
確
認
の
上
、

こ
れ
を
補
っ
た
。

　〈
制
科
〉
は
皇
帝
の
命
に
よ
っ
て
臨
時
に
挙
行
さ
れ
る
科
目
別
試
験
で
、
清
代
に
は
博
学
鴻
詞
科
・
孝
廉
方
正
科
な
ど
が
時
に
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
呉
紹
詩
が
雍
正
七
年
︵
一
七
二
九
︶
の
制
科
で
皇
帝
の
御
意
に
か
な
い
、
刑
部
官
僚
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
正
確

に
は
、
彼
は
湖
北
黄
梅
知
県
を
し
て
い
た
伯
父
呉
象
寛
の
保
挙
を
通
じ
て
雍
正
七
年
九
月
に
皇
帝
の
引
見
を
受
け
、
官
途
に
就
い
た
。
保

挙
は
皇
帝
の
上
諭
を
受
け
て
官
僚
が
人
材
を
推
挙
す
る
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
経
て
官
僚
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
薦
擢
と
言
う
。『
清
史

稿
』
巻
百
九
・
選
挙
四
は
制
科
と
薦
擢
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
呉
紹
詩
に
該
当
す
る
雍
正
七
年
の
事
例
は
制
科
で
は
な
く
薦
擢
の
項

に
記
さ
れ
る
。

　
こ
の
と
き
の
保
挙
は
、
雍
正
六
年
︵
一
七
二
八
︶
十
月
の
上
諭
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
推
挙
さ
れ
た
候
補

者
三
十
六
名
は
吏
部
の
考
試
を
受
け
、
う
ち
二
十
五
名
分
の
試
巻
が
雍
正
七
年
九
月
に
皇
帝
に
届
け
ら
れ
た
。
雍
正
六
年
十
月
の
上
諭
は

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
雍
正
朝
漢
文
諭
旨
匯
編
』
七
・
上
諭
内
閣
︵
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
︶、
雍
正
七
年
九
月
の
引
見

時
の
吏
部
の
上
奏
お
よ
び
呉
紹
詩
を
含
む
候
補
者
の
試
巻
は
秦
国
経
主
編
『
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
清
代
官
員
履
歴
檔
案
全
編
』
十
一
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︵
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
︶
四
七
七
~
四
九
二
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
呉
紹
詩
に
は
『
蟻
園
自
記
年
譜
』
と
い
う
自

撰
年
譜
も
あ
り
︵
16
︶、
こ
ち
ら
に
も
雍
正
六
年
の
呉
象
寛
に
よ
る
推
挙
と
雍
正
七
年
の
引
見
を
経
て
官
職
を
授
か
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、『
満
漢
名
臣
伝
』
漢
名
臣
伝
巻
三
十
一
、『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
八
十
、『
清
史
稿
』
巻
三
百
二
十
一
の
呉
紹
詩
伝
は
、
い
ず

れ
も
雍
正
二
年
︵
一
七
二
四
︶
に
彼
が
保
挙
さ
れ
た
と
記
す
が
、
こ
れ
は
伝
記
史
料
が
依
拠
し
た
清
朝
の
国
史
館
収
蔵
の
伝
稿
が
「
七
」
を

「
二
」
に
誤
っ
て
記
載
し
て
い
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
三
冊
の
う
ち
、
乾
隆
末
・
嘉
慶
初
の
出
版
と
さ
れ
る
『
満
漢
名
臣
伝
』
は
国

史
館
の
伝
稿
を
編
輯
・
出
版
し
た
早
期
の
史
料
で
あ
り
、
清
末
の
光
緒
十
六
年
︵
一
八
九
〇
︶
出
版
『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
の
呉
紹
詩
伝

も
典
拠
を
国
史
館
本
伝
と
明
記
し
て
い
る
。
民
国
期
に
編
纂
・
出
版
さ
れ
た
『
清
史
稿
』
は
多
様
な
史
料
に
基
づ
い
て
お
り
、
個
々
の
伝

記
の
典
拠
も
一
々
明
記
し
な
い
が
、
呉
紹
詩
伝
に
つ
い
て
は
『
満
漢
名
臣
伝
』、『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
と
大
き
な
異
同
は
な
く
、
や
は

り
国
史
館
の
伝
稿
か
こ
れ
に
由
来
す
る
書
物
に
依
拠
し
た
と
み
ら
れ
る
︵
17
︶。
い
ず
れ
に
せ
よ
呉
紹
詩
が
官
途
に
就
い
た
の
は
、
伝
記
史

料
が
語
る
雍
正
二
年
で
は
な
く
、「
縁
起
」
に
記
さ
れ
、
上
記
の
檔
案
類
や
年
譜
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
雍
正
七
年
と
断
じ
て
よ
い
。

　
こ
こ
で
は
呉
重
憙
「
縁
起
」
の
記
事
と
伝
記
史
料
の
記
述
の
齟
齬
を
、
公
的
な
記
録
︵
檔
案
史
料
︶
や
当
事
者
の
言
説
︵
自
撰
年
譜
︶
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
正
誤
を
判
断
し
た
が
、
多
様
な
情
報
が
残
る
清
代
史
で
は
、
各
種
の
史
料
を
相
互
に
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
精

度
の
高
い
史
実
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
特
定
の
史
料
に
依
拠
し
、
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
事
実
誤

認
に
陥
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
事
柄
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
種
類
の
史
料
が
あ
り
う
る
か
、
ま
た
編
纂
史
料
の
場
合
、
そ
の
素
材
は
何
で

あ
る
か
な
ど
、
常
に
意
識
し
な
が
ら
史
料
に
接
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ち
な
み
に
、
雍
正
七
年
︵
一
七
二
九
︶
に
呉
紹
詩
が
し
た
た
め
た
試
巻
に
よ
る
と
、
彼
は
山
東
海
豊
の
人
で
雍
正
三
年
︵
一
七
二
五
︶
か

ら
湖
北
で
知
県
を
し
て
い
た
伯
父
呉
象
寛
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
刑
名
銭
穀
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
呉
紹
詩
の
祖
父
に
あ
た

る
呉
自
粛
も
官
僚
で
、
当
時
は
山
西
河
東
道
を
し
て
い
た
︵『
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
清
代
官
員
履
歴
檔
案
全
編
』
十
一
、
四
八
九
頁
︶。
こ
の
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よ
う
に
呉
壇
の
家
系
は
代
々
官
僚
を
輩
出
す
る
名
門
一
族
で
あ
っ
た
︵
18
︶。

　〈
純
廟
龍
飛
〉
純
廟
は
乾
隆
帝
の
こ
と
。
純
廟
龍
飛
で
乾
隆
帝
の
即
位
を
指
す
。

　〈
辛
巳
成
進
士
〉
辛
巳
の
歳
、
す
な
わ
ち
乾
隆
二
十
六
年
︵
一
七
六
一
︶
に
呉
壇
は
第
二
甲
の
二
十
三
番
目
の
席
次
で
進
士
出
身
と
な
っ

た
。
進
士
に
は
第
一
甲
の
進
士
及
第
の
ほ
か
、
第
二
甲
の
進
士
出
身
、
第
三
甲
の
同
進
士
出
身
の
格
付
け
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
朱
保
炯
・

謝
沛
霖
編
『
明
清
進
士
題
名
碑
録
索
引
』︵
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
︶
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
書
に
よ
っ
て
、
呉

壇
の
曾
祖
呉
自
粛
は
康
煕
三
年
︵
一
六
六
四
︶
の
進
士
出
身
、
大
伯
父
呉
象
寛
は
雍
正
元
年
︵
一
七
二
三
︶
の
同
進
士
出
身
で
あ
る
こ
と
も

わ
か
る
。

　
な
お
、
こ
の
辛
巳
な
ど
、「
縁
起
」
で
は
し
ば
し
ば
年
を
干
支
で
表
し
て
い
る
が
、
干
支
と
年
号
・
西
暦
の
照
合
に
は
、『
ア
ジ
ア
歴
史

事
典
』
第
九
巻
︵
平
凡
社
、
一
九
六
二
年
初
版
︶
付
録
の
「
ア
ジ
ア
紀
年
表
」
や
、『
東
方
年
表
』︵
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
五
年
初
版
︶
が
便
利

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
縁
起
」
に
は
日
付
に
関
わ
る
記
述
は
な
い
が
、
実
録
等
、
日
付
を
干
支
で
表
示
し
た
史
料
も
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
史
料
を
読
む
際
に
は
、
古
典
的
な
工
具
書
と
し
て
陳
垣
『
二
十
史
朔
閏
表
』︵
励
耘
書
屋
、
一
九
二
五
年
例
言
。
藝
文
印
書
館
、
一
九
五
八
年

増
補
版
︶
が
あ
る
。
さ
ら
に
正
徳
十
一
年
︵
一
五
一
六
︶
以
降
に
限
ら
れ
る
が
、
中
国
と
西
洋
の
暦
を
日
に
ち
単
位
で
照
合
で
き
る
鄭
鶴
声

編
輯
『
近
世
中
西
史
日
対
照
表
』︵
国
立
編
訳
館
、
一
九
三
六
年
初
版
︶
も
便
利
な
工
具
書
で
あ
る
。

　〈
總
理
十
八
司
〉〈
秋
曹
〉
刑
部
に
は
、
各
地
方
の
刑
案
処
理
な
ど
の
事
務
を
分
担
す
る
直
隷
・
奉
天
・
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
・
福
建
・

浙
江
・
湖
広
・
河
南
・
山
東
・
山
西
・
陝
西
・
四
川
・
広
東
・
広
西
・
雲
南
・
貴
州
の
十
七
清
吏
司
に
督
捕
清
吏
司
を
加
え
た
十
八
清
吏

司
が
置
か
れ
、
こ
れ
を
十
八
司
と
総
称
し
た
。
ま
た
、
刑
部
で
は
主
事
・
員
外
郎
・
郎
中
と
い
っ
た
司
官
と
総
称
さ
れ
る
事
務
官
が
、
こ

の
十
八
清
吏
司
お
よ
び
そ
の
他
の
若
干
の
部
局
に
配
属
さ
れ
た
。
各
清
吏
司
に
は
主
稿
と
い
う
部
局
長
的
な
立
場
の
者
が
置
か
れ
た
が
、
呉

壇
は
「
十
八
清
吏
司
を
ま
と
め
上
げ
︵
總
理
十
八
司
︶」
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
主
稿
た
ち
の
と
り
ま
と
め
役
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
秋
曹
は
刑
部
の
別
名
で
あ
る
。
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　〈
廻
避
〉
官
僚
を
任
用
す
る
際
、
親
族
ど
う
し
が
同
じ
部
署
に
所
属
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、
当
人
の
本
籍
へ
の
配
属
を
避
け
た
り
す
る

こ
と
を
廻
避
と
呼
ぶ
︵『
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
第
一
部
報
告
　
清
国
行
政
法
』
一
下
︹
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
、
一
九
一
四
年
︺
二
六
二
~
二
七
〇
頁
︶。

乾
隆
三
十
一
年
︵
一
七
六
六
︶
当
時
、
呉
壇
は
刑
部
郎
中
で
あ
っ
た
が
、
父
呉
紹
詩
が
刑
部
右
侍
郎
に
任
命
さ
れ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の

廻
避
の
制
に
よ
っ
て
、
呉
壇
は
刑
部
以
外
の
部
署
に
異
動
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
乾
隆
帝
は
呉
壇
の
実
務
が
明
敏
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
親
子
で
刑
部
に
奉
職
す
る
こ
と
を
例
外
的
に
認
め
た
︵
19
︶。

　〈
由
郞
中
超
擢
蘇
臬
〉
六
部
の
郎
中
︵
正
五
品
︶
が
昇
進
し
て
地
方
官
に
転
出
す
る
際
、
通
常
は
知
府
︵
従
四
品
︶
か
道
員
︵
正
四
品
︶
に

任
命
さ
れ
る
。
按
察
使
︵
正
三
品
︶
へ
の
任
命
は
特
進
と
言
っ
て
よ
く
、「
超
擢
」
と
は
こ
れ
を
指
し
て
い
る
。
乾
隆
帝
が
呉
壇
に
大
き
な

期
待
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　〈
竟
委
窮
源
〉「
竟
」
は
き
わ
め
る
、「
委
」
は
す
え
の
意
で
、「
竟
委
窮
源
」
で
事
の
本
末
を
究
明
す
る
の
意
と
な
る
。「
窮
源
竟
委
」
に

同
じ
。

　〈
名
山
〉『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
六
経
の
異
伝
を
あ
わ
せ
、
百
家
の
雑
語
を
整
え
、
こ
れ
を
名
山
に
収
蔵
し
、
副
本
を
京
師
に
置
い

た
︵
厥
協
六
經
異
傳
、
整
齊
百
家
雜
語
、
藏
之
名
山
、
副
在
京
師
︶」
と
あ
り
、
後
世
、
名
著
の
こ
と
を
「
名
山
」
と
例
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　〈
棃
棗
〉〈
梓
刊
〉
棃
︵
梨
︶
も
棗
も
書
物
の
版
木
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
棃
棗
に
付
す
」
で
出
版
す
る
の
意
と
な
る
。
梓
も

版
木
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
、「
梓
刊
」
も
出
版
を
指
す
。

　〈
一
麾
〉
麾
は
さ
し
ず
ば
た
。
こ
こ
で
は
「
一
麾
を
秉
る
」
を
、
出
版
の
指
揮
を
取
る
の
意
に
解
し
た
。

　〈
兩
歷
梓
桑
之
烽
火
〉
梓
桑
は
郷
里
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
呉
家
の
原
籍
、
山
東
省
武
定
府
海
豊
県
を
指
す
。
民
国
『
無
棣
県
志
』
巻
十

六
祥
異
志
・
事
紀
に
は
、「︵
同
治
六
年
︶
冬
十
一
月
、
流
賊
が
県
の
領
域
に
侵
入
し
て
き
た
。
七
年
夏
四
月
、
捻
匪
︵
捻
軍
︶
が
県
城
に
侵

入
し
、
県
内
全
域
を
蹂
躙
し
た
。
秋
に
な
っ
て
官
軍
が
討
伐
・
捕
縛
し
て
沈
静
化
し
た
︵
冬
十
一
月
流
賊
入
境
。
七
年
夏
四
月
捻
匪
入
城
、
蹂

躪
徧
境
。
至
秋
官
軍
勦
捕
淸
肅
︶」
と
の
記
事
が
見
え
、
同
治
六
年
︵
一
八
六
七
︶
と
七
年
︵
一
八
六
八
︶
に
海
豊
県
が
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
こ
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と
が
知
ら
れ
る
︵
海
豊
県
は
一
九
一
四
年
に
無
棣
県
と
改
名
さ
れ
た
︶。
二
度
の
烽
火
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
二
カ
年
の
戦
災
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
治
七
年
の
捻
軍
侵
入
の
際
に
は
、
呉
重
憙
も
郷
里
の
防
衛
に
尽
力
し
て
お
り
、
朝
廷
か
ら
顕
彰
さ
れ
て
い
る
︵『
中

国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
清
代
官
員
履
歴
檔
案
全
編
』
七
、
三
二
九
頁
︶。

　〈
正
復
紛
歧
〉
正
本
と
復
本
︵
複
本
、
副
本
︶
の
記
述
の
食
い
違
い
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
呉
家
に
は
『
大
清
律
例
通
考
』
が
少

な
く
と
も
正
副
二
組
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　〈
元
孫
〉
本
来
は
玄
孫
。
康
煕
帝
の
諱
︵
玄
燁
︶
を
避
け
、
元
孫
と
表
記
さ
れ
た
。
避
諱
に
つ
い
て
は
前
節
の
「
情
眞
」
の
項
も
参
照
。

こ
の
史
料
が
語
る
も
の
、
語
ら
な
い
も
の

　「
縁
起
」
が
述
べ
る
よ
う
に
、
呉
紹
詩
は
雍
正
・
乾
隆
年
間
に
か
け
て
、
呉
壇
は
乾
隆
年
間
に
お
い
て
、
清
朝
の
法
実
務
に
深
く
関
わ
っ

た
父
子
で
あ
っ
た
。
呉
紹
詩
は
乾
隆
律
の
編
纂
も
担
当
し
た
明
法
家
で
あ
り
、
呉
壇
は
そ
の
父
か
ら
律
例
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
刑
部

の
実
務
に
お
け
る
父
子
の
知
識
や
経
験
は
乾
隆
帝
も
よ
く
認
め
て
お
り
、
乾
隆
三
十
一
年
︵
一
七
六
六
︶
に
両
者
が
同
時
に
刑
部
に
任
官
す

る
こ
と
を
特
例
的
に
認
め
た
の
は
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
乾
隆
三
十
七
年
︵
一
七
七
二
︶
に
は
、
刑
部
右
侍
郎
で
あ
っ
た
父
が
吏

部
右
侍
郎
に
転
じ
、
そ
の
後
任
に
子
の
呉
壇
が
任
命
さ
れ
た
。
父
子
で
の
六
部
堂
官
職
の
継
承
は
、「
縁
起
」
が
「
時
論
は
こ
れ
を
光
栄
な

こ
と
と
し
た
︵
時
論
榮
之
︶」
と
特
記
す
る
よ
う
に
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、『
清
史
稿
』
の
呉
紹
詩
伝
に
も
「
父
子
で
の
交
代
は
、
は
な
は
だ

異
例
で
あ
る
︵
父
子
相
代
、
尤
異
數
︶」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
乾
隆
二
十
六
年
︵
一
七
六
一
︶
に
進
士
と
な
っ
た
呉
壇
は
、
そ
の
後
刑
部
の
司
官
と
し
て
実
績
を
積
み
、
江
蘇
按
察
使
・
江
蘇
布

政
使
を
経
て
、
上
記
の
通
り
乾
隆
三
十
七
年
︵
一
七
七
二
︶
に
刑
部
右
侍
郎
と
な
っ
た
。
地
方
高
官
を
経
て
中
央
に
呼
び
戻
さ
れ
る
と
い
う
、

理
想
的
な
出
世
の
階
梯
を
昇
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
順
風
満
帆
な
官
僚
人
生
を
送
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
縁
起
」
は

こ
こ
か
ら
す
ぐ
に
『
大
清
律
例
通
考
』
の
著
述
に
話
題
を
移
し
、
乾
隆
四
十
五
年
︵
一
七
八
〇
︶、
江
蘇
巡
撫
在
任
中
に
彼
が
没
し
た
こ
と
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を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
刑
部
右
侍
郎
就
任
か
ら
約
八
年
間
の
経
歴
に
全
く
言
及
が
な
い
こ
と
に
な
る
が
、「
縁
起
」
は
意
図
的
に
こ
れ

を
伏
せ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
熟
達
の
刑
部
官
僚
と
し
て
な
ら
し
た
呉
壇
は
、
乾
隆
三
十
九
年
︵
一
七
七
四
︶
に
革
職
︵
免
職
︶
の
上
、

そ
の
刑
部
の
獄
に
収
容
さ
れ
る
罪
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
律
例
の
専
門
家
と
し
て
時
論
に
も
称
え
ら
れ
た
呉
壇
が
、
律
例
に
よ
っ
て
裁

か
れ
る
立
場
に
な
っ
た
と
い
う
不
名
誉
に
、
彼
の
子
孫
が
著
し
た
「
縁
起
」
が
触
れ
て
い
な
い
の
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
呉
壇
が
『
大
清
律
例
通
考
』
を
著
述
し
、
完
成
後
に
は
皇
帝
に
進
呈
し
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
た
と
い
う
、
そ
の
背
景
に
あ
る
心
情

を
汲
む
に
は
、
こ
の
出
来
事
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
前
引
の
「
縁
起
」
が
あ
え
て
語
ら
な
い
乾
隆
三
十
九
年

の
出
来
事
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
呉
壇
の
伝
記
は
、
前
記
の
『
満
漢
名
臣
伝
』、『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』、『
清
史
稿
』
の
呉
紹
詩
伝
に
付
さ
れ
る
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

三
つ
の
伝
記
は
内
容
的
に
大
き
な
異
同
は
な
い
が
、『
清
史
稿
』
は
記
述
が
や
や
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
最
も
早
期
に
成
立
し
た

『
満
漢
名
臣
伝
』
は
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

三
十
九
年
、
内
監
高
雲
従
か
ら
記
録
を
探
っ
た
た
め
に
革
職
さ
れ
、
刑
部
に
引
き
渡
し
て
取
り
調
べ
罪
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
詳

し
く
は
観
保
伝
を
見
よ
。
上
諭
に
は
「
呉
壇
の
記
録
を
探
っ
た
一
件
つ
い
て
は
、
つ
い
に
こ
こ
に
至
る
と
は
実
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ

と
だ
っ
た
。
た
だ
そ
の
刑
名
を
処
理
す
る
こ
と
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
官
を
罷
め
さ
せ
た
り
死
刑
に
処
し
た
り
す

る
の
は
惜
し
い
だ
ろ
う
。
恩
を
施
し
て
刑
部
主
事
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。

︵
三
十
九
年
、
以
向
內
監
高
雲
從
探
聽
紀
載
革
職
、
交
刑
部
査
審
擬
罪
。
詳
見
觀
保
傳
。
諭
曰
「
吳
壇
于
探
聽
紀
載
一
事
、
寔
不
意
其
竟
至
于
此
。
但

念
其
辦
理
刑
名
尙
爲
練
習
、
若
竟
于
︵
20
︶
廢
棄
未
免
可
惜
。
著
加
恩
以
刑
部
主
事
用
」。︶

　
す
な
わ
ち
高
雲
従
と
い
う
宦
官
か
ら
何
ら
か
の
記
録
を
探
っ
た
た
め
、
革
職
の
上
、
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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も
と
よ
り
官
僚
が
宦
官
と
気
脈
を
通
じ
る
こ
と
は
、
不
正
の
温
床
と
な
る
た
め
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、『
大
清
律
例
』
に
は
こ
れ
に
関
す
る
律

︵
吏
律
・
職
制
・
交
結
近
侍
官
員
律
︶
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
高
雲
従
の
事
件
に
つ
い
て
は
次
節
に
て
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
こ
と
と

し
て
、
こ
の
記
事
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
呉
壇
は
一
命
を
許
さ
れ
た
も
の
の
、
刑
部
右
侍
郎
︵
正
二
品
︶
か
ら
刑
部
主
事
︵
正
六
品
︶
へ
と
、
大

幅
な
貶
官
処
分
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
刑
部
主
事
に
降
格
さ
れ
た
呉
壇
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
彼
は
乾
隆
四
十
年
︵
一
七
七
五
︶
に
刑
部
郎
中
と
な
り
、
同
年
末
よ
り

四
十
三
年
初
め
ま
で
母
の
喪
に
服
し
、
乾
隆
四
十
四
年
︵
一
七
七
九
︶
に
江
南
河
庫
道
、
つ
い
で
江
蘇
布
政
使
、
乾
隆
四
十
五
年
︵
一
七
八

〇
︶
に
江
蘇
巡
撫
と
、
速
い
ペ
ー
ス
で
地
位
を
戻
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
宦
官
と
の
内
通
と
い
う
不
名
誉
な
罪
に
問
わ
れ
、
官

歴
に
大
き
な
傷
を
負
っ
た
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
乾
隆
三
十
九
年
︵
一
七
七
四
︶
以
降
の
呉
壇
は
、
刑
名
に
習
熟
し

て
い
る
と
い
う
、
皇
帝
が
認
め
た
才
智
で
も
っ
て
自
ら
の
価
値
を
示
し
、
再
起
を
は
か
る
立
場
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
引

の
「
縁
起
」
に
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
大
清
律
例
通
考
』
は
、
ま
ず
乾
隆
四
十
三
年
︵
一
七
七
八
︶
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
翌
年

の
新
し
い
規
定
を
追
記
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
早
く
か
ら
構
想
を
温
め
、
材
料
の
収
集
な
ど
に
は
着
手
し
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
が
、
そ
の
編
述
が
大
き
く
進
ん
だ
の
は
乾
隆
四
十
三
年
に
比
較
的
近
い
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
は
服
喪

の
た
め
帰
郷
し
て
い
た
期
間
も
含
ま
れ
、
執
筆
に
専
念
す
る
時
間
と
環
境
も
あ
っ
た
。
大
き
な
挫
折
を
経
験
し
、
刑
名
の
才
を
も
っ
て
再

起
の
糸
口
を
与
え
ら
れ
た
呉
壇
は
、
彼
が
畢
生
の
精
力
を
注
ぎ
込
ん
だ
と
い
う
律
例
に
関
す
る
著
作
を
ま
と
め
あ
げ
、
こ
れ
を
皇
帝
の
御

覧
に
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
挫
折
を
乗
り
越
え
る
証
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
大
清
律
例
通
考
』
に
は
、
律
例
に
精
魂
を

傾
け
た
官
僚
の
痛
切
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
呉
重
憙
の
「
縁
起
」
と
、
そ
こ
に
は
語
ら
れ
な
い
呉
壇
の
経
歴
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
ひ
と
つ
の
史
料
に
接
す
る
と
き
、
そ
の

史
料
を
記
し
た
者
の
立
場
、
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
縁
起
」
は
呉
壇
の
子
孫
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
来
る
制
約
に
は
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
高
雲
従
案
に
言
及
し
な
い
こ
と
は
そ
の
わ
か
り
や
す
い
一
例
と
言
え
る
で
あ
ろ
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う
。
し
か
し
清
代
に
は
、
一
個
の
史
料
が
他
と
孤
立
隔
絶
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
、
か
か
る
文
章
も
そ
の
他
の
史
料
と
照
ら
し

合
わ
せ
た
り
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
微
細
な
言
葉
の
齟
齬
や
、
記
載
の
欠
落
は
、
研

究
の
手
が
か
り
に
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
手
が
か
り
を
見
逃
さ
な
い
観
察
眼
を
養
っ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
本
節
で
は
呉

壇
の
父
呉
紹
詩
の
官
途
に
つ
い
て
、
史
料
間
に
年
次
の
齟
齬
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
檔
案
史
料
や
年
譜
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
そ
の
正

誤
を
検
討
し
た
。
細
か
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
史
料
の
記
述
を
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
く
作
業
の
一
例
と
し
て
見
て
も
ら
い
た
い
。

現
代
語
訳

　
あ
あ
。
こ
れ
は
我
が
高
祖
中
丞
公
︵
呉
壇
︶、
未
完
の
事
業
で
あ
る
。
我
が
太
高
祖
大
司
寇
恭
定
公
︵
呉
紹
詩
︶
は
、
雍
正
七
年
の
制
科

に
よ
っ
て
皇
帝
に
召
さ
れ
て
ご
下
問
に
答
え
た
と
こ
ろ
御
意
に
か
な
い
、
刑
部
の
官
職
を
授
か
っ
た
。
乾
隆
帝
が
ご
即
位
に
な
り
、
乾
隆

元
年
、
律
例
を
重
修
し
た
際
、
恭
定
公
は
纂
修
官
と
な
り
、
み
ず
か
ら
名
例
律
二
巻
を
修
訂
し
た
。
刑
部
に
い
る
こ
と
前
後
二
十
余
年
で

あ
っ
た
。
中
丞
公
は
日
々
家
庭
で
教
育
を
受
け
、
律
例
に
つ
い
て
は
も
と
も
と
聞
き
慣
れ
て
い
た
。
乾
隆
二
十
六
年
、
進
士
と
な
り
、
ま

た
刑
部
に
任
官
し
た
。
は
じ
め
て
事
件
を
担
当
し
た
の
に
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
明
快
に
解
決
す
る
こ
と
は
熟
練
の
官
吏
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
十

八
清
吏
司
を
ま
と
め
上
げ
、
秋
審
を
歴
年
処
理
し
、
罪
の
軽
重
を
判
断
す
る
こ
と
当
を
得
て
い
た
。
皇
上
の
ご
下
命
に
よ
っ
て
外
省
で
裁

判
を
担
当
す
る
こ
と
十
数
回
に
お
よ
び
、
冤
罪
を
晴
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
刑
部
の
叙
雪
堂
の
額
は
公
の
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
乾
隆
三
十
一
年
、
恭
定
公
が
甘
粛
布
政
使
か
ら
刑
部
右
侍
郎
と
な
り
、
父
子
で
堂
官
と
司
官
と
な
っ
た
が
、
乾
隆
帝
の
特
旨
を
い
た

だ
き
、
廻
避
の
制
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
次
の
年
に
は
、
つ
い
に
刑
部
郎
中
よ
り
江
蘇
按
察
使
に
異
例
の
抜
擢
を
さ
れ
た
。
仕
官
し
て

か
ら
わ
ず
か
に
六
年
し
か
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。
乾
隆
三
十
七
年
、
恭
定
公
が
吏
部
右
侍
郎
に
異
動
す
る
と
、
公
は
江
蘇
布
政
使
か
ら
恭

定
公
の
後
任
と
な
る
刑
部
右
侍
郎
の
席
を
授
け
ら
れ
た
。
時
論
は
こ
れ
を
光
栄
な
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
公
が
皇
上
の
知
遇
を
得
、
家
庭

で
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
畢
生
の
精
力
を
す
べ
て
律
例
に
注
い
だ
か
ら
で
あ
る
。
け
だ
し
公
は
日
ご
ろ
よ
り
嗜
好
は
な
く
、
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た
だ
刑
名
の
学
に
つ
い
て
の
み
早
く
か
ら
専
念
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
大
清
律
例
通
考
』
を
ま
と
め
上
げ
た
。
淵
源
を
夏
殷
周
の

三
代
や
漢
唐
に
遡
り
、
当
代
に
至
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
図
・
ひ
と
つ
の
律
・
ひ
と
つ
の
例
ご
と
に
後
に
按
語
を
註
記
し
て
い
る
。
例
文

の
修
改
、
字
句
の
増
削
に
つ
い
て
は
、
事
の
本
末
を
究
明
し
て
、
詳
細
に
観
察
・
調
査
し
て
い
る
。
編
修
は
乾
隆
四
十
三
年
ま
で
で
区
切

り
と
し
、
乾
隆
四
十
四
年
の
新
し
い
規
定
は
、
列
記
し
て
ま
さ
に
纂
す
べ
し
と
し
て
、
編
入
に
備
え
て
い
る
。
す
で
に
削
除
し
た
例
も
必

ず
該
当
す
る
条
の
末
尾
に
付
記
し
、
削
除
し
た
理
由
を
明
記
す
る
。
斟
酌
し
て
ま
さ
に
削
除
す
べ
き
、
ま
さ
に
修
改
す
べ
き
、
お
よ
び
別

に
議
論
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
「
ま
た
按
ず
る
に
」
を
用
い
て
区
別
す
る
。
そ
し
て
服
制
の
類
に
つ
い
て
は
、
経
書
の
意
義

を
折
衷
し
て
、
と
り
わ
け
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
も
と
も
と
書
物
が
完
成
し
た
後
に
、
清
書
し
て
進
呈
し
よ
う
と
心
に
決
め
て
い

た
が
、
い
ま
だ
果
た
せ
ず
に
公
は
乾
隆
四
十
五
年
の
秋
、
江
蘇
巡
撫
の
任
所
に
て
亡
く
な
っ
た
。

　
今
日
ま
で
に
す
で
に
百
年
が
た
ち
、
ほ
と
ん
ど
散
軼
し
そ
う
に
な
っ
た
が
、
加
護
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
四
、
五
世
代
に
わ
た
っ
て
、

残
さ
れ
た
書
物
を
大
事
に
守
り
、
わ
ず
か
で
も
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
き
た
。
時
に
専
門
の
学
者
が
、
継
続
し
て
編
纂
し
完
成
さ
せ
よ
う
と

願
い
出
て
き
た
が
、
誠
意
の
な
い
願
い
で
あ
っ
た
の
で
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
名
著
は
つ
い
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
。
い
た
ず
ら
に
未
完

の
著
作
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
慎
重
に
引
き
延
ば
し
、
い
ま
だ
に
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
重
憙
は
先
人
の
余
慶
を
被
り
、
幸
い
に
︵
出

版
の
︶
指
揮
を
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。
遺
さ
れ
た
書
物
を
撫
で
る
た
び
に
、
時
に
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
ま
し
て
や
こ
れ
ま
で
の

間
に
、
一
度
、
伝
託
に
人
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
二
度
、
郷
里
に
戦
火
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
し
失
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の

罪
は
一
層
深
い
も
の
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
原
稿
を
出
版
し
て
世
に
問
い
、
当
代
の
君
子
に
質
し
、
続
け
て
編
輯
し
て
も
ら
う
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
一
代
の
典
章
を
整
え
、
百
年
の
沿
革
を
定
め
、
千
古
の
律
例
の
学
問
に
つ
い
て
そ
の
淵
源
を
透
徹

す
れ
ば
、
先
人
の
畢
生
の
功
績
も
ま
た
不
滅
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
原
稿
の
修
正
す
べ
き
と
こ
ろ
や
補
う
べ
き
と
こ
ろ
、
正
本
と
復

本
の
食
い
違
い
、
虫
食
い
や
誤
記
に
つ
い
て
も
あ
え
て
臆
断
せ
ず
、
謹
ん
で
逐
一
原
本
に
遵
っ
た
。
そ
し
て
高
明
な
見
識
を
待
っ
て
、
も
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し
書
物
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
徳
に
永
く
感
謝
し
た
い
。
光
緒
十
二
年
三
月
、
玄
孫
重
憙
、
謹
ん
で
述
べ
る
。

　
　

三
　「
太
監
高
雲
従
洩
漏
記
載
」
関
連
史
料

　
　

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』（
檔
案
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
よ
り　
　

①
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
七
冊
（
№
1814
「
太
監
高
雲
従
結
交
外
廷
大
臣
官
員
洩
漏
記
載
並
將
伊
弟
嘱
託
外
任
官
員
充
当
長
随
一
案
」）。

標
点
文

　
　

臣
福
隆
安
・
臣
努
三
・
臣
札
拉
豐
阿
・
臣
崔
應
階
謹

　

奏
。
爲
審
擬
具

　

奏
事
。
竊
太
監
高
雲
從
結
交
外
廷
大
臣
・
官
員
洩
漏
記
載
竝
將
伊
弟
囑
託
外
任
官
員
充
當
長
隨
一
案
、
經
臣
福
隆
安
・
努
三
・
札
拉
豐

阿
、
遵

旨
疊
次
嚴
行
審
訊
錄
供
呈

覽
外
、
今
奉

旨
著
御
歬
大
臣
會
同
行
在
刑
部
、
定
擬
具
奏
。
欽
此
。
臣
等
看
得
。
太
監
高
雲
從
膽
敢
與
外
廷
大
臣
・
官
員
認
識
、
得
受
銀
兩
洩
漏
記
載
。

竝
敢
將
伊
兄
弟
私
荐
外
任
、
充
當
長
隨
。
招
搖
滋
事
、
肆
行
無
忌
、
不
法
已
極
。
查
律
載
近
侍
官
員
洩
漏
機
密
重
事
於
人
者
斬
等
語
。
今

高
雲
從
以
下
賤
太
監
種
々
不
法
、
尤
屬
可
惡
應
惡
。
請

旨
將
高
雲
從
卽
行
正
法
、
以
昭
炯
戒
。
爲
此
謹

　

奏
請

旨
。

　
　

乾
隆
三
十
九
年
七
⺼
二
十
九
日
、
奉
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旨
。
高
雲
從
著
卽
處
斬
。
欽
此
。

訓
読
文

　

臣
福
隆
安
・
臣
努
三
・
臣
札
拉
豐
阿
・
臣
崔
應
階
、
謹
み
て
奏
す
ら
く
。
審
擬
し
て
具
奏
す
る
爲た
め

の
事
。
竊ひ
そ

か
に
お
も
ふ
に
太
監
高
雲

從
、
外
廷
大
臣
・
官
員
と
結
交
し
て
記
載
を
洩
漏
し
、
竝
び
に
伊か

れ

の
弟
を
將
て
外
任
官
員
に
囑
託
し
て
長
隨
に
充
當
せ
し
一
案
、
經す
で

に
臣

福
隆
安
・
努
三
・
札
拉
豐
阿
、
旨
に
遵
ひ
疊

じ
よ
う

次じ

嚴
し
く
審
訊
を
行
ひ
錄
供
し
て
呈
覽
す
る
外ほ
か

、
今
、
旨
を
奉
ず
る
に
御
歬
大
臣
を
し
て
行あ
ん

在ざ
い

刑
部
と
會
同
し
、
定
擬
具
奏
せ
し
む
と
。
此
れ
を
欽
め
り
。
臣
等
、
看
し
得
た
り
。
太
監
高
雲
從
、
膽
敢
に
外
廷
大
臣
・
官
員
と
認
識

し
、
銀
兩
を
得
受
し
て
記
載
を
洩
漏
す
。
竝
び
に
敢
へ
て
伊か

れ

の
兄
弟
を
將
て
私
に
外
任
に
荐す
す

め
、
長
隨
に
充
當
す
。
招
搖
し
て
事
を
滋
く

し
、
肆ほ

し
いま
ま
に
無
忌
を
行
ひ
、
不
法
已す
で

に
極
ま
れ
り
。
律
を
查
す
る
に
「
近
侍
官
員
の
機
密
重
事
を
人
に
洩
漏
す
る
は
斬
」
等
の
語
を
載

す
。
今
、
高
雲
從
、
下
賤
の
太
監
を
以
て
種
々
の
不
法
、
尤は

な
はだ
惡に
く

む
べ
き
應ま
さ

に
惡
む
べ
き
に
屬
す
。
旨
を
請
ひ
高
雲
從
を
將
て
卽
行
正
法

し
、
以
て
炯け

い

戒か
い

を
昭
ら
か
に
さ
れ
ん
こ
と
を
。
此
れ
が
爲
に
謹
み
て
奏
し
て
旨
を
請
ふ
。

　

乾
隆
三
十
九
年
七
⺼
二
十
九
日
、
旨
を
奉
ず
。
高
雲
從
は
卽
ち
に
斬
に
處
し
む
と
。
此
れ
を
欽
め
り
。

演
習
に
臨
ん
で

　
こ
の
史
料
は
宦
官
高
雲
従
に
対
す
る
死
刑
判
決
文
書
で
あ
る
。

　
標
点
文
は
原
史
料
の
擡
頭
を
反
映
し
て
書
き
出
し
た
。
こ
の
史
料
で
は
、
皇
帝
の
指
示
〈
旨
〉
と
行
為
〈
覽
〉
が
二
文
字
高
く
表
記
さ

れ
、
ま
た
臣
下
の
皇
帝
に
対
す
る
言
上
〈
奏
〉
が
一
文
字
高
く
表
記
さ
れ
て
い
る
︵
21
︶。
ま
た
訓
読
文
と
逐
語
訳
で
は
、
内
容
に
よ
っ
て

文
書
を
二
つ
の
段
落
に
分
け
た
。
第
一
段
落
は
福
隆
安
ら
四
名
の
官
僚
に
よ
る
奏
摺
で
、
第
二
段
落
が
こ
れ
に
対
す
る
皇
帝
の
旨
と
旨
を
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受
け
た
年
月
日
の
記
録
で
あ
る
。

　
第
一
段
落
の
奏
摺
の
差
出
人
の
筆
頭
に
名
の
あ
が
る
〈
福
隆
安
〉
は
、
満
洲
鑲
黄
旗
の
人
で
乾
隆
帝
の
外
戚
︵
皇
后
の
兄
弟
の
子
︶
で
あ
っ

た
。
乾
隆
帝
の
娘
︵
和
嘉
公
主
︶
を
妻
と
す
る
駙
馬
で
も
あ
り
︵
皇
帝
の
娘
を
公
主
、
娘
婿
を
駙
馬
と
い
う
︶、
当
時
は
工
部
尚
書
と
歩
軍
統
領

を
兼
ね
、
軍
機
大
臣
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。
ま
た
乾
隆
三
十
五
年
︵
一
七
七
〇
︶
に
は
総
管
内
務
府
大
臣
に
も
任
じ
ら
れ
て
お

り
、
宮
中
や
宦
官
に
関
わ
る
重
臣
と
し
て
本
件
の
審
理
に
当
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︵
22
︶。〈
努
三
〉
は
満
洲
正
黄
旗
の
人
、
当
時
は
正

藍
旗
満
洲
都
統
と
い
う
高
位
武
官
で
乾
隆
三
十
三
年
︵
一
七
六
八
︶
に
は
御
前
大
臣
を
授
か
っ
て
い
る
︵
23
︶。〈
扎
拉
豐
阿
〉
は
喀
喇
沁
部
の

多
羅
郡
王
で
、
事
件
前
年
の
乾
隆
三
十
八
年
︵
一
七
七
三
︶
に
御
前
大
臣
を
授
か
っ
て
い
る
︵
24
︶。
御
前
大
臣
は
皇
帝
を
守
護
す
る
御
前
侍

衛
の
統
率
者
で
︵
25
︶、
皇
帝
か
ら
の
信
の
厚
い
側
近
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、〈
崔
應
階
〉
は
湖
北
江
夏
の
人
で
、
当
時
の
刑
部
尚
書
で
あ
る

︵
26
︶。
史
料
中
に
〈
行
在
刑
部
〉
と
あ
る
が
、「
行あ
ん

在ざ
い

」
は
京
師
を
離
れ
た
皇
帝
の
御
在
所
を
指
す
。
乾
隆
三
十
九
年
︵
一
七
七
四
︶
七
月
当

時
、
乾
隆
帝
は
恒
例
の
避
暑
の
た
め
に
北
京
を
離
れ
て
熱
河
の
承
徳
に
滞
在
し
て
お
り
、
扈
従
し
て
い
た
崔
応
階
以
下
の
刑
部
官
僚
が
行

在
刑
部
を
構
成
し
、
福
隆
安
ら
と
会
同
し
て
事
件
審
理
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
刑
部
官
僚
だ
け
で
は
な
く
側
近
の
大
官
を
複
数
動
か
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
乾
隆
帝
が
本
件
を
相
当
重
大
視
し
て
い
た
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
こ
の
檔
案
を
見
て
い
く
と
、
第
二
段
落
の
乾
隆
帝
の
旨
が
下
さ
れ
る
ま
で
に
乾
隆
帝
と
官
僚
た
ち
の
間
で
次
の
よ
う
な
や
り
と

り
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

①
.
乾
隆
帝
が
福
隆
安
・
努
三
・
扎
拉
豊
阿
に
旨
を
下
し
た
︵
こ
の
文
書
で
は
詳
細
不
明
だ
が
、
②
か
ら
高
雲
従
の
審
理
を
命
ず
る
内
容
で
あ
っ
た

と
推
察
で
き
る
︶。

②
.
福
隆
安
・
努
三
・
扎
拉
豊
阿
が
、
①
を
受
け
て
高
雲
従
を
繰
り
返
し
厳
し
く
審
理
・
訊
問
し
、
供
述
を
録
っ
て
皇
帝
の
御
覧
に
供
し

た
︵
經
臣
福
隆
安
・
努
三
・
札
拉
豐
阿
、
遵
旨
疊
次
嚴
行
審
訊
、
錄
供
呈
覽
外
︶。
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③
.
乾
隆
帝
が
、
御
前
大
臣
に
行
在
刑
部
と
会
同
し
、
判
決
案
を
定
め
て
上
奏
せ
よ
と
の
旨
を
下
し
た
︵
今
奉
旨
著
御
前
大
臣
會
同
行
在
刑
部
、

定
擬
具
奏
。
欽
此
︶。

④
.
③
を
受
け
て
福
隆
安
・
努
三
・
扎
拉
豊
阿
と
刑
部
尚
書
崔
応
階
が
作
成
し
た
上
奏
が
、
こ
の
文
書
の
第
一
段
落
で
あ
る
。
上
奏
の
前

半
で
は
、
事
件
の
表
題
や
そ
こ
ま
で
の
経
緯
︵
①
~
③
︶
が
記
さ
れ
、「
臣
等
看
得
」
以
下
に
具
体
的
な
判
決
案
が
記
さ
れ
る
。
福
隆
安

ら
は
「
近
侍
官
員
洩
漏
機
密
重
事
於
人
者
斬
」
と
の
律
を
引
き
、
高
雲
従
を
た
だ
ち
に
処
刑
す
る
よ
う
乾
隆
帝
に
請
願
し
た
。

⑤
.
そ
し
て
③
の
判
決
案
に
対
す
る
乾
隆
帝
の
返
答
が
、
第
二
段
落
に
記
さ
れ
る
「
高
雲
從
著
卽
處
斬
」
で
あ
る
。
高
雲
従
を
た
だ
ち
に

斬
に
処
す
よ
う
命
じ
て
お
り
、
福
隆
安
ら
の
判
決
案
が
容
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
件
は
比
較
的
短
い
文
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
が
文
書
内
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
皇

帝
周
辺
に
限
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
檔
案
史
料
を
扱
う
際
に
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
・
発
出
者
や
文
書
の
形
態
、
宛
先
な
ど
の
情
報
を
把
握

し
、
さ
ら
に
右
の
①
~
③
の
よ
う
に
先
行
す
る
や
り
と
り
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
そ
れ
も
整
理
し
な
が
ら
、
当
該
文
書
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

を
復
元
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
件
の
や
り
と
り
は
皇
帝
と
大
臣
ら
の
間
で
進
ん
だ
が
、
地
方
か
ら
順
次
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
事
案
な
ど
、

何
層
に
も
わ
た
る
複
雑
な
構
造
を
と
る
文
書
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
も
文
書
の
構
造
を
意
識
し
な
が
ら
、
手
続
き
の
過

程
を
可
能
な
限
り
復
元
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
史
料
を
読
み
解
く
上
で
の
必
須
の
作
業
と
な
る
。

　
そ
し
て
、
清
代
の
檔
案
に
は
常
套
句
と
し
て
用
い
ら
れ
る
特
定
の
字
句
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
押
さ
え
て
お
く
と
文
書
の
構
造
を
把
握
す

る
際
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
︵
27
︶。
こ
の
史
料
の
場
合
は
、
臣
下
が
皇
帝
に
上
奏
を
差
し
出
す
〈
謹
奏
〉〈
具
奏
〉、
皇
帝
の
指
示
を

受
け
た
こ
と
を
指
す
〈
遵
旨
〉〈
奉
旨
〉、
上
奏
な
ど
を
皇
帝
の
御
覧
に
呈
し
た
こ
と
を
示
す
〈
呈
覽
〉
な
ど
、
文
書
の
や
り
と
り
を
示
す

字
句
に
ま
ず
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
皇
帝
の
上
諭
や
旨
を
記
し
た
後
に
置
か
れ
る
〈
欽
此
〉、
引
用
文
の
末
尾
に
置
か
れ
る
〈
等

語
〉
な
ど
に
も
注
意
し
た
い
。
こ
の
ほ
か
、
官
僚
の
見
解
の
書
き
起
こ
し
を
示
す
〈
竊
〉〈
看
得
〉
な
ど
も
重
要
な
字
句
で
あ
る
。
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な
お
、
こ
の
文
書
は
福
隆
安
ら
の
奏
摺
︵
第
一
段
落
︶
と
そ
れ
に
対
す
る
皇
帝
の
旨
や
そ
れ
を
受
け
た
日
付
︵
第
二
段
落
︶
が
同
じ
筆
跡

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奏
摺
の
原
本
で
は
な
く
、
奏
摺
と
旨
を
合
わ
せ
て
軍
機
処
で
清
書
し
、
上
諭
檔
に
加
え
ら
れ
た
記
録
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
書
を
収
録
す
る
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
は
、
皇
帝
の
発
す
る
文
書
の
う
ち
特
に
上
諭
を
集
中
的
に
収
め
て
い
る

が
、
本
件
の
よ
う
な
上
諭
以
外
の
記
録
も
少
な
か
ら
ず
含
ん
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
高
雲
従
の
罪
状
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
〈
洩
漏
記
載
〉
で
あ
る
が
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
記
録
を
外
廷
の
大
臣
や
官
員
に
漏
洩
し

た
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
史
料
に
は
そ
れ
以
上
の
情
報
は
記
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
一
件
に
つ
い
て
乾
隆
帝
が
最
初
に
下
し
た
乾

隆
三
十
九
年
七
月
二
十
三
日
の
上
諭
に
は
「
記
名
人
員
硃
批
記
載
」︵
28
︶
と
あ
り
、
皇
帝
の
硃
批
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
記
名
」
は

軍
機
処
の
人
事
記
録
の
一
種
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
わ
る
硃
批
と
な
れ
ば
人
事
に
関
わ
る
皇
帝
の
指
示
や
コ
メ
ン
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
右
の
史
料
で
は
高
雲
従
に
対
し
て
「
近
侍
官
員
、
機
密
重
事
を
人
に
洩
漏
す
る
は
斬
︵
近
侍
官
員
洩
漏
機
密
重
事
於
人
者
斬
︶」
と
の

律
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
大
清
律
例
』
の
漏
泄
軍
情
大
事
律
で
あ
る
︵
29
︶。
こ
の
律
に
は
「
も
し
近
侍
官
員
が
、
機
密
重
事

﹇
軍
事
情
報
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
お
よ
そ
国
家
の
機
密
で
重
要
な
こ
と
は
す
べ
て
こ
れ
に
該
当
す
る
﹈
を
人
に
漏
洩
す
れ
ば
、
斬
﹇
監
候
﹈
と
す

る
︵
若
近
侍
官
員
、
漏
泄
機
密
重
事
﹇
不
專
指
軍
情
、
凡
國
家
之
機
密
重
要
皆
是
﹈
於
人
者
、
斬
﹇
監
候
﹈︶」
と
の
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
高
雲

従
の
漏
洩
し
た
記
録
は
「
國
家
之
機
密
重
要
」
に
あ
た
る
と
見
な
さ
れ
、
こ
の
律
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
罪
に
対
す

る
刑
罰
は
、
判
決
後
も
直
ち
に
は
執
行
さ
れ
な
い
斬
監
候
で
あ
っ
た
が
、
福
隆
安
ら
は
高
雲
従
を
即
刻
処
刑
す
べ
し
と
よ
り
重
い
処
罰
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
、
乾
隆
帝
も
こ
れ
を
容
れ
て
た
だ
ち
に
斬
に
処
す
よ
う
命
じ
た
。
奏
摺
の
〈
卽
行
正
法
〉
と
旨
の
〈
著
卽
處
斬
〉
は
、

こ
の
よ
う
に
即
時
執
行
さ
れ
る
死
刑
の
際
に
記
さ
れ
る
定
型
句
で
あ
り
、
第
一
節
で
見
た
五
刑
律
の
死
刑
の
条
に
あ
っ
た
「
時
を
待
た
ず

に
処
刑
す
る
︵
應
決
不
待
時
︶」
に
対
応
し
た
文
句
で
あ
る
︵

30
︶。



295

呉壇『大清律例通考』と「太監高雲従洩漏記載」事件

現
代
語
訳

　
臣
福
隆
安
・
臣
努
三
・
臣
札
拉
豊
阿
・
臣
崔
応
階
が
、
謹
ん
で
奏
上
い
た
し
ま
す
。
審
議
し
判
決
案
を
定
め
て
上
奏
す
る
事
。
愚
考
い

た
し
ま
す
に
、
太
監
高
雲
従
が
外
廷
の
大
臣
や
官
員
と
結
託
し
て
記
録
を
漏
洩
し
、
な
お
か
つ
自
分
の
弟
を
地
方
官
に
嘱
託
し
て
長
随
︵
家

丁
︶
に
あ
て
が
っ
た
一
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
臣
福
隆
安
・
努
三
・
札
拉
豊
阿
は
旨
に
遵
っ
て
繰
り
返
し
厳
し
く
審
理
・
訊
問
し
、
自

供
を
取
っ
て
御
覧
に
供
し
ま
し
た
が
、
今
、
御
前
大
臣
に
行
在
刑
部
と
会
議
し
て
判
決
案
を
定
め
て
上
奏
せ
よ
と
の
旨
を
賜
り
ま
し
た
。
臣

等
の
見
解
は
次
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
太
監
高
雲
従
は
大
胆
に
も
外
廷
の
大
臣
や
官
員
と
知
り
合
い
に
な
り
、
銀
両
を
受
け
取
っ
て
記

録
を
漏
洩
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
か
つ
自
分
の
兄
弟
を
ひ
そ
か
に
地
方
官
に
推
薦
し
、
長
随
に
あ
て
が
い
ま
し
た
。
う
ろ
つ
き
回
っ
て
事

件
を
起
こ
し
、
ほ
し
い
ま
ま
に
行
動
し
て
憚
る
と
こ
ろ
な
く
、
不
法
の
極
致
で
ご
ざ
い
ま
す
。
調
べ
た
と
こ
ろ
律
に
は
「
近
侍
官
員
の
機

密
重
事
を
人
に
洩
漏
す
る
は
斬
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
、
高
雲
従
は
下
賎
な
太
監
の
身
で
様
々
な
不
法
を
は
た
ら
い
た
の
で
あ
り
、

は
な
は
だ
憎
悪
す
べ
き
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
旨
を
下
し
て
高
雲
従
を
即
刻
処
刑
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
戒
め
を
お
示
し
に
な
る
こ

と
を
請
願
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
謹
ん
で
奏
上
し
て
旨
を
請
願
い
た
し
ま
す
。

　
乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
九
日
、
高
雲
従
は
即
ち
に
斬
に
処
せ
と
の
旨
を
賜
り
ま
し
た
。

②
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
七
冊
（
№
1880
隆
三
十
九
年
九
月
二
日
上
諭
。
同
№
1889
乾
隆
三
十
九
年
九
月
七
日
上
諭
）

標
点
文

　
　

乾
隆
三
十
九
年
九
⺼
初
二
日
。
內
閣
奉

上
諭
。
觀
保
・
蔣
賜
棨
・
吳
壇
、
身
爲
大
臣
、
不
知
安
分
奉
職
。
觀
保
輒
敢
私
議
衜
府
優
劣
。
蔣
賜
棨
・
吳
壇
甚
有
向
太
監
高
雲
從
探
聽

記
載
之
事
。
其
罪
均
無
可
逭
。
幸
當
朕
勵
精
圖
治
朝
政
肅
淸
之
時
、
伊
等
尙
不
敢
任
意
妄
爲
、
否
則
不
知
何
所
底
止
。
是
以
不
得
不
嚴
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爲
審
究
、
以
飭
綱
紀
。
今
據
舒
赫
德
等
將
觀
保
・
蔣
賜
棨
・
吳
壇
復
行
提
出
、
反
覆
硏
詰
、
雖
供
辭
俱
無
指
實
、
而
愧
悚
已
如
見
肺
肝
。

本
爲
法
所
不
貸
、
但
念
其
尙
無
交
通
結
納
、
行
賄
營
私
大
弊
、
觀
保
・
蔣
賜
棨
・
吳
壇
俱
著
加
恩
釋
放
。
觀
保
著
以
無
頂
帶
人
、
仍
在

阿
哥
書
房
行
走
、
效
力
贖
罪
。
欽
此
。

　
　

乾
隆
三
十
九
年
九
⺼
初
七
日
。
內
閣
奉

上
諭
。
吳
壇
於
探
聽
記
載
一
事
、
實
不
意
其
竟
至
於
此
。
但
念
其
辦
理
刑
名
尙
爲
練
習
、
若
竟
予
廢
棄
未
免
可
惜
。
吳
壇
著
加
恩
以
刑
部

主
事
用
。
仍
帶
革
職
留
任
、
八
年
無
過
、
方
准
開
復
。
欽
此
。

訓
読
文

　

乾
隆
三
十
九
年
九
⺼
初
二
日
。
內
閣
上
諭
を
奉
ず
。
觀
保
・
蔣
賜
棨
・
吳
壇
、
身
は
大
臣
爲
る
も
、
分
に
安
ん
じ
て
奉
職
す
る
を
知
ら

ず
。
觀
保
は
輒み

だ

り
に
敢
へ
て
衜
府
の
優
劣
を
私
議
す
。
蔣
賜
棨
・
吳
壇
は
甚
し
き
は
太
監
高
雲
從
に
向
か
ひ
記
載
を
探
聽
す
る
の
事
有
り
。

其
の
罪
均
し
く
逭の

が

る
る
可
き
無
し
。
幸
ひ
に
朕
、
精
を
勵
ま
し
て
治
を
圖
り
、
朝
政
肅
淸
す
る
の
時
に
當
た
り
、
伊か
れ

等
尙
ほ
敢
へ
て
は
意

に
任
せ
て
妄
爲
せ
ず
、
否

し
か
ら
ずん
ば
則
ち
何い
ず
こ所
に
底
止
す
る
や
を
知
ら
ず
。
是
を
以
て
嚴
し
く
審
究
を
爲
し
、
以
て
綱
紀
を
飭い
ま
しめ
ざ
る
を
得
ず
。

今
、
舒
赫
德
等
の
觀
保
・
蔣
賜
棨
・
吳
壇
を
將
て
、
復か

さ

ね
て
提
出
を
行
ひ
、
反
覆
硏
詰
す
る
に
據
る
に
、
供
辭
は
俱
に
實
を
指
す
無
し
と

雖
も
、
愧き

悚し
よ
うし
て
已
に
肺
肝
を
見あ
ら
はす
が
如
し
と
。
本
よ
り
法
の
貸ゆ
る

さ
ざ
る
所
な
る
も
、
但
だ
其
れ
尙
ほ
交
通
結
納
、
行
賄
營
私
の
大
弊
無

き
を
念お

も

ひ
、
觀
保
・
蔣
賜
棨
・
吳
壇
は
俱
に
恩
を
加
へ
て
釋
放
せ
し
む
。
觀
保
は
頂
帶
無
き
人
な
る
を
以
て
、
仍
ほ
阿
哥
書
房
に
在
っ
て

行
走
と
し
、
效
力
贖
罪
せ
し
む
と
。
此
れ
を
欽
め
り
。

　

乾
隆
三
十
九
年
九
⺼
初
七
日
。
內
閣
上
諭
を
奉
ず
。
吳
壇
の
記
載
を
探
聽
す
る
一
事
に
於
い
て
は
、
實
に
意お

も

は
ず
其
れ
竟
に
此
に
至
ら
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ん
。
但
だ
其
の
刑
名
を
辦
理
す
る
こ
と
尙
ほ
練
習
爲
る
を
念お
も

ひ
、
竟
に
廢
棄
を
予あ
た

ふ
る
は
未
だ
惜
し
む
可
き
を
免
れ
ざ
る
が
若
し
。
吳
壇
、

恩
を
加
へ
刑
部
主
事
を
以
て
用
ゐ
し
む
。
仍
ほ
革
職
留
任
を
帶
び
、
八
年
過
ち
無
く
ん
ば
、
方は

じ

め
て
開
復
を
准ゆ
る

す
と
。
此
れ
を
欽
め
り
。

演
習
に
臨
ん
で

　
こ
の
二
件
の
史
料
は
、
高
雲
従
の
事
件
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
官
僚
た
ち
へ
の
処
分
等
に
つ
い
て
記
し
た
文
書
で
あ
る
。
一
件
目
の
上

諭
は
観
保
・
蔣
賜
棨
･
呉
壇
の
三
名
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
二
件
目
の
上
諭
は
と
く
に
呉
壇
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
観
保
･
蔣
賜

棨
・
呉
壇
は
乾
隆
三
十
九
年
︵
一
七
七
四
︶
七
月
に
乾
隆
帝
の
上
諭
に
よ
っ
て
革
職
さ
れ
、
刑
部
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
た
︵
31
︶。
こ

ち
ら
で
は
行
在
刑
部
と
い
う
表
現
は
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
北
京
の
刑
部
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
︵
32
︶。
革
職

前
の
彼
ら
の
官
職
は
、
観
保
が
都
察
院
左
都
御
史
、
蔣
賜
棨
が
戸
部
右
侍
郎
で
、
刑
部
右
侍
郎
で
あ
っ
た
呉
壇
と
ほ
ぼ
同
格
の
中
央
高
官

で
あ
っ
た
︵
33
︶。

　
一
件
目
の
上
諭
に
は
、「
今
、
舒
赫
徳
等
が
、
観
保
・
蔣
賜
棨
・
呉
壇
を
重
ね
て
呼
び
出
し
、
繰
り
返
し
訊
問
し
た
と
こ
ろ
、
供
述
は
い

ず
れ
も
真
実
を
告
げ
て
い
な
い
も
の
の
、
恥
じ
恐
れ
て
心
の
内
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
︵
今
據
舒
赫
德
等
將
觀
保
・
蔣
賜
棨
・
吳

壇
復
行
提
出
、
反
覆
硏
詰
、
雖
供
辭
倶
無
指
實
、
而
愧
悚
已
如
見
肺
肝
︶」
と
あ
り
、
観
保
ら
の
取
り
調
べ
の
責
任
者
と
な
っ
た
の
は
舒
赫
徳
と
い

う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
舒
赫
徳
は
満
洲
正
白
旗
の
人
、
当
時
は
武
英
殿
大
学
士
で
軍
機
大
臣
も
兼
ね
る
大
官
で
あ
っ
た
︵
34
︶。

こ
こ
に
見
え
る
〈
據
〉
は
受
け
取
っ
た
文
書
の
内
容
を
記
す
際
の
書
き
出
し
に
使
わ
れ
る
文
字
で
あ
る
。

　
舒
赫
徳
ら
は
観
保
以
下
三
名
を
「
重
ね
て
呼
び
出
し
、
繰
り
返
し
訊
問
し
た
︵
復
行
提
出
、
反
覆
硏
詰
︶」
と
い
う
。〈
復
〉
は
重
ね
て
、
繰

り
返
し
の
意
。〈
提
〉
は
罪
人
な
ど
を
呼
び
つ
け
た
り
、
連
行
し
た
り
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
保
ら
の
供
述
は

罪
状
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自
供
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
舒
赫
徳
ら
は
、
彼
ら
が
「
恥
じ
恐
れ
て
す
で
に
心
の
内
を
表
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
︵
愧
悚
已
如
見
肺
肝
︶」
と
い
う
苦
し
い
見
立
て
で
も
っ
て
、
皇
帝
に
取
り
調
べ
の
結
果
を
報
告
し
た
。
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こ
こ
で
乾
隆
帝
は
、
観
保
ら
に
か
け
た
嫌
疑
を
見
直
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼
ら
が
宦
官
と
「
内
通
・
結
託
し
、
賄
賂
を

使
っ
て
私
腹
を
肥
や
す
よ
う
な
大
き
な
弊
害
︵
交
通
結
納
、
行
賄
營
私
大
弊
︶」
は
起
こ
し
て
い
な
い
と
し
て
、
事
件
の
幕
引
き
を
図
っ
て
い

く
。
こ
の
「
交
通
結
納
、
行
賄
營
私
大
弊
」
と
い
う
の
は
、『
大
清
律
例
』
の
交
結
近
侍
官
員
律
に
「
互
相
交
結
」「
夤
緣
作
弊
」「
內
外
交

通
」
な
ど
の
語
が
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
言
説
で
あ
ろ
う
︵
35
︶。
こ
れ
は
前
引
の
高
雲
従
に
対
す
る
死
刑
判
決
文
書
の
内
容
︵
こ
ち
ら
で
は
高

雲
従
が
銀
両
を
受
け
取
っ
て
記
載
を
漏
洩
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
︶
と
は
矛
盾
す
る
が
、
乾
隆
帝
は
強
い
て
そ
こ
を
突
き
詰
め
ず
、
自
ら
の
恩

徳
で
も
っ
て
三
人
を
釈
放
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
全
く
の
無
罪
放
免
と
は
な
ら
ず
、
彼
ら
に
は
相
応
の
処
分
が
科
さ
れ
た
。

　
観
保
に
つ
い
て
は
、
一
件
目
の
上
諭
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
お
り
、
阿
哥
書
房
に
出
向
さ
せ
て
贖
罪
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。〈
阿
哥
〉
は

成
人
前
の
皇
子
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
皇
子
で
あ
っ
た
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
都
察
院
の
長
官
か
ら
幼
年
の
皇
子
付
の
官
に
左
遷

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
上
諭
に
は
彼
が
「
頂
戴
な
き
人
︵
無
頂
帶
人
︶」
と
記
さ
れ
て
い
る
。〈
頂
戴
（
頂
帶
）〉
と
は
官
帽
の
頂
に
付

す
玉
石
を
言
い
、
そ
の
玉
石
は
官
品
を
表
示
す
る
標
識
と
な
っ
て
い
た
。
官
僚
に
対
す
る
処
分
の
中
に
は
、
こ
の
頂
戴
を
取
り
除
く
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
観
保
は
以
前
に
別
の
問
題
で
こ
の
処
分
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
36
︶。

　
蔣
賜
棨
と
呉
壇
に
つ
い
て
、
乾
隆
帝
は
日
を
改
め
て
具
体
的
な
処
分
を
伝
え
た
。
そ
の
う
ち
の
呉
壇
に
関
す
る
も
の
が
、
二
件
目
の
九

月
七
日
の
上
諭
で
あ
る
。
乾
隆
帝
は
呉
壇
に
つ
い
て
、「
そ
の
刑
名
を
処
理
す
る
こ
と
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
官
を
罷
め

さ
せ
た
り
死
刑
に
処
し
た
り
す
る
の
は
惜
し
い
だ
ろ
う
︵
念
其
辦
理
刑
名
尙
爲
練
習
、
若
竟
予
廢
棄
未
免
可
惜
︶」、
す
な
わ
ち
遺
棄
す
る
に
は

惜
し
い
人
材
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
刑
部
主
事
に
降
格
し
て
任
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
〈
竟
予
廢
棄
〉

と
い
う
字
句
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
節
で
引
用
し
た
『
満
漢
名
臣
伝
』
の
呉
壇
伝
は
こ
こ
を
「
竟
于
廢
棄
」
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
上

諭
の
「
予
」
を
、
伝
記
側
が
「
于
」
と
誤
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︵
37
︶。
ま
た
こ
こ
で
は
「
廢
棄
」
を
罷
免
︵
廢
︶
と
棄
市
︵
棄
︶
に
解
し

た
。

　
二
件
目
の
上
諭
末
尾
の
「
な
お
革
職
留
任
と
し
て
、
八
年
咎
が
な
け
れ
ば
、︵
革
職
の
処
分
を
︶
取
り
消
す
こ
と
を
許
す
︵
仍
帶
革
職
留
任
、
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八
年
無
過
、
方
准
開
復
︶」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
〈
革
職
〉
は
免
官
処
分
を
指
す
語
で
あ
る
。
そ
し
て
名
目
上
、
免
官
し
た
上
で
引
き

続
き
官
僚
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
〈
革
職
留
任
〉
と
い
う
。
原
職
に
留
ま
っ
て
任
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
呉
壇
は
刑
部
主
事
に
降

し
て
の
任
用
と
な
っ
た
。〈
開
復
〉
は
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
で
、
乾
隆
帝
は
今
後
八
年
罪
過
が
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
処
分
取
り
消

し
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
こ
の
上
諭
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
前
引
の
『
満
漢
名
臣
伝
』
呉
壇
伝
に
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
最
後
の
一

文
だ
け
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
呉
壇
は
結
局
、
こ
の
八
年
の
経
過
を
待
つ
こ
と
な
く
、
乾
隆
四
十
五
年
︵
一
七
八
〇
︶
に
他
界
し
た
の
は
前

節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

現
代
語
訳

　
乾
隆
三
十
九
年
九
月
二
日
。
内
閣
が
上
諭
を
賜
り
ま
し
た
。
観
保
・
蔣
賜
棨
・
呉
壇
は
、
大
臣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
分
を
わ
き
ま
え

て
奉
職
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
観
保
は
み
だ
り
に
あ
え
て
道
員
や
知
府
の
優
劣
を
私
的
に
議
論
し
た
。
蔣
賜
棨
・
呉
壇
は
甚
し
い

こ
と
に
太
監
高
雲
従
か
ら
記
載
を
探
っ
た
。
彼
ら
の
罪
は
み
な
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
朕
が
精
神
を
励
ま
し
て

政
治
に
努
め
、
朝
政
を
粛
清
し
て
い
る
時
に
当
た
っ
て
お
り
、
彼
等
も
あ
え
て
意
に
任
せ
て
妄
り
な
行
為
に
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
も

し
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
厳
し
く
審
理
・
究
明
し
て
、
綱
紀
を
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
、
舒
赫
徳
等
が
、
観
保
・
蔣
賜
棨
・
呉
壇
を
重
ね
て
呼
び
出
し
、
繰
り
返
し
訊
問
し
た
と
こ
ろ
、
供
述
は
い
ず
れ
も
真
実
を
告
げ
て
い

な
い
も
の
の
、
恥
じ
恐
れ
て
心
の
内
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
も
と
よ
り
法
の
も
と
で
は
許
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た

だ
な
お
︵
宦
官
と
︶
内
通
・
結
託
し
、
賄
賂
を
使
っ
て
私
腹
を
肥
や
す
よ
う
な
大
き
な
弊
害
を
起
こ
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
観

保
・
蔣
賜
棨
・
呉
壇
は
み
な
恩
を
施
し
て
釈
放
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
観
保
は
頂
戴
の
な
い
者
で
あ
る
の
で
、
な
お
阿
哥
書
房
に
出
向
さ

せ
、
力
を
尽
く
し
て
贖
罪
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
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乾
隆
三
十
九
年
九
月
七
日
。
内
閣
が
上
諭
を
賜
り
ま
し
た
。
呉
壇
の
記
載
を
探
っ
た
一
件
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
至
る
と
は
実
に
思
い

も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
刑
名
を
処
理
す
る
こ
と
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
官
を
罷
め
さ
せ
た
り
死
刑
に
処

し
た
り
す
る
の
は
惜
し
い
だ
ろ
う
。
呉
壇
は
、
恩
を
施
し
て
刑
部
主
事
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
革
職
留
任
と
し
て
、
八
年
咎

が
な
け
れ
ば
、︵
革
職
の
処
分
を
︶
取
り
消
す
こ
と
を
許
す
。

『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
の
「
太
監
高
雲
従
洩
漏
記
載
」
関
連
史
料
が
語
る
事
件
の
顛
末

　
本
節
で
は
、
高
雲
従
の
機
密
情
報
漏
洩
事
件
に
つ
い
て
、
三
件
の
檔
案
史
料
を
紹
介
・
解
説
し
て
き
た
。
そ
し
て
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』

に
よ
る
と
、
乾
隆
帝
は
こ
の
三
件
以
外
に
も
、
乾
隆
三
十
九
年
︵
一
七
七
四
︶
七
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
本
件
に
関
わ
る
多
数
の

諭
旨
を
発
し
て
お
り
、
当
時
の
乾
隆
帝
が
こ
の
事
件
に
重
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
本
節
で
は
、
と
く
に
高
雲

従
に
対
す
る
死
刑
判
決
文
書
と
、
呉
壇
に
対
す
る
処
分
が
定
ま
っ
て
い
く
過
程
の
文
書
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』

に
収
録
さ
れ
る
他
の
関
連
史
料
も
あ
わ
せ
て
、
こ
の
事
件
の
顛
末
を
概
述
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
以
下
の
文
中
の
「N

o.1787

」
等
は
、

『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
七
冊
に
お
け
る
史
料
の
通
し
番
号
を
示
す
。

　
乾
隆
帝
が
兵
部
右
侍
郎
高
樸
を
引
見
し
た
際
、
彼
は
皇
帝
に
「
宦
官
の
な
か
に
官
僚
人
事
に
関
す
る
硃
批
の
記
録
を
外
廷
に
漏
ら
し
て

い
る
者
が
い
る
と
の
風
聞
が
あ
る
︵
風
聞
內
監
中
有
將
記
名
人
員
硃
批
記
載
泄
漏
外
廷
之
事
︶」
と
告
げ
た
。
は
じ
め
は
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
乾

隆
帝
は
、
ひ
と
ま
ず
側
近
の
大
臣
福
隆
安
に
命
じ
て
、
よ
り
詳
し
く
確
認
さ
せ
る
と
、
高
樸
は
都
察
院
左
都
御
史
観
保
・
戸
部
右
侍
郎
蔣

賜
棨
・
刑
部
右
侍
郎
呉
壇
の
名
を
あ
げ
、
彼
ら
が
九
卿
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
時
に
道
員
や
知
府
に
関
す
る
記
録
の
優
劣
を
話
し
て
い
た

と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
乾
隆
帝
は
記
録
を
管
理
し
て
い
た
宦
官
高
雲
従
を
面
詰
、
す
な
わ
ち
皇
帝
自
ら
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
高
雲
従

は
蔣
賜
棨
と
の
関
わ
り
か
ら
于
敏
中
の
名
も
あ
げ
た
。
于
敏
中
は
当
時
、
文
華
殿
大
学
士
と
軍
機
大
臣
を
兼
ね
て
い
た
大
官
で
あ
り
、
乾

隆
朝
の
重
臣
た
ち
の
な
か
で
も
か
な
り
の
大
物
で
あ
っ
た
。
吃
驚
し
た
乾
隆
帝
か
ら
事
情
を
問
わ
れ
た
于
敏
中
は
、
か
つ
て
高
雲
従
よ
り
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頼
み
事
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
断
っ
た
が
、
皇
帝
へ
の
報
告
を
怠
っ
て
い
た
と
の
釈
明
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
乾
隆
帝
は
、
官

僚
と
宦
官
の
間
に
交
渉
が
あ
れ
ば
、
必
ず
報
告
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
于
敏
中
に
つ
い
て
は
吏
部
に
て
処
分
を
検
討
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

︵
こ
れ
は
後
日
、
革
職
留
任
に
て
決
着
が
つ
い
た
︵
38
︶︶。
事
態
を
重
く
見
た
乾
隆
帝
は
、
観
保
・
蔣
賜
棨
・
呉
壇
と
、
高
雲
従
が
や
は
り
面
識

の
あ
る
官
僚
と
し
て
名
を
あ
げ
た
倉
場
侍
郎
倪
承
寛
の
四
名
を
革
職
と
し
、
刑
部
の
議
に
下
す
よ
う
命
じ
た
︵
以
上N

o.1787, 

乾
隆
三
十
九

年
七
月
二
十
三
日
上
諭
︶。

　
そ
の
後
、
取
り
調
べ
が
進
む
と
、
高
雲
従
と
地
方
官
と
の
つ
な
が
り
も
露
呈
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
高
雲
従
の
弟
二
人
が
山
東
臨
清

州
の
知
州
萬
綿
前
と
粤
海
関
監
督
李
文
照
の
長
随
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
乾
隆
帝
は
李
文
照
を
革
職
の
上
、

北
京
に
護
送
す
る
よ
う
指
示
し
た
︵N

o.1803, 1804, 

い
ず
れ
も
乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
五
日
上
諭
︶。
そ
し
て
臨
清
州
の
件
に
つ
い
て
は
、
当

の
知
州
は
紹
介
を
受
け
た
だ
け
で
、
雇
っ
た
人
物
の
素
性
は
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
追
及
を
免
れ
た
も
の
の
、
そ
の
紹
介
者
に
つ
い
て
は

二
転
三
転
し
、
高
雲
従
の
弟
の
供
述
に
よ
っ
て
山
東
按
察
使
姚
立
徳
に
ま
で
累
が
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
︵N

o.1808, 

乾
隆
三
十
九
年
七
月
二

十
六
日
上
諭
。N

o.1844, 

乾
隆
三
十
九
年
八
月
十
五
日
上
諭
︶。

　
さ
て
、
自
ら
の
古
巣
で
あ
る
刑
部
で
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
呉
壇
で
あ
る
が
、
彼
は
弾
劾
さ
れ
た
罪
状
を
認
め
な
か
っ
た
。

彼
の
供
述
は
「︵
署
都
察
院
左
副
都
御
史
︶
永
徳
と
江
蘇
の
官
員
に
つ
い
て
話
し
、
か
つ
て
の
属
僚
の
賢
否
を
広
く
論
じ
て
お
り
ま
し
た
。
も

と
よ
り
差
し
障
り
の
あ
る
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
︵
與
永
德
談
及
江
蘇
官
員
之
事
、
乃
泛
論
舊
日
屬
員
賢
否
、
原
無
關
碍
︶」
と
い
う
も
の
で
、

高
雲
従
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
否
認
し
た
︵N

o.1809, 

乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
六
日
上
諭
︶。
②
の
一
件
目
の
上
諭
で
見
た
よ
う
に
、
同

様
の
罪
状
で
訊
問
を
受
け
て
い
た
観
保
と
蔣
賜
棨
も
自
供
を
肯
ん
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
刑
部
か
ら
拷
問
の
許
可
を
願
い
出
る
奏
摺
が

出
さ
れ
、
乾
隆
帝
が
こ
れ
を
却
下
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
︵N

o.1813, 
乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
九
日
上
諭
︶。
そ
し
て
、
呉
壇
た
ち
の
取

り
調
べ
が
膠
着
す
る
一
方
で
、
事
件
の
中
心
に
置
か
れ
た
高
雲
従
は
、
前
述
の
と
お
り
福
隆
安
ら
の
奏
摺
に
皇
帝
が
裁
可
を
与
え
、
早
々

に
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︵N

o.1814, 

乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
九
日
旨
。
本
節
①
︶。
そ
の
後
、
乾
隆
帝
の
万
寿
節
で
あ
る
八
月
十
三
日
が
近
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づ
い
た
こ
ろ
、
刑
部
は
観
保
・
蔣
賜
棨
・
呉
壇
・
倪
承
寛
の
四
人
を
斬
監
候
と
し
て
奏
上
し
、
乾
隆
帝
も
こ
れ
に
「
議
に
依
れ
︵
依
議
︶」

と
裁
可
を
与
え
た
。
し
か
し
八
月
二
十
二
日
に
な
っ
て
乾
隆
帝
は
、
刑
部
の
上
奏
は
「
自
供
も
罪
状
も
は
っ
き
り
し
な
い
︵
供
罪
未
明
︶」

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
改
め
て
供
述
を
取
る
よ
う
刑
部
に
申
し
つ
け
た
︵N

o.1850, 

乾
隆
三
十
九
年
八
月
二
十
二
日
上
諭
︶。

　
こ
の
と
き
呉
壇
ら
に
適
用
さ
れ
た
律
は
、『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
に
は
こ
れ
を
明
示
す
る
記
事
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
演
習

に
臨
ん
で
で
も
言
及
し
た
交
結
近
侍
官
員
律
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
こ
に
は
「
お
よ
そ
諸
衙
門
の
官
吏
、
も
し
内
官
及
び
近
侍
人

員
と
互
い
に
結
託
し
て
、﹇
機
密
﹈
事
情
を
漏
洩
し
、
賄
賂
を
贈
っ
て
弊
害
を
な
し
、﹇
内
外
で
内
通
し
、
事
情
を
漏
洩
し
て
﹈
た
す
け
あ
っ
て

上
奏
し
﹇
そ
れ
に
よ
っ
て
機
に
乗
じ
て
迎
合
し
よ
う
と
図
れ
ば
﹈、
皆
な
斬
﹇
監
候
﹈
と
す
る
︵
凡
諸
衙
門
官
吏
、
若
與
內
官
及
近
侍
人
員
互
相
交
結
、

漏
泄
﹇
機
密
﹈
事
情
、
夤
緣
作
弊
、﹇
內
外
交
通
、
泄
漏
事
情
﹈
而
扶
同
奏
啓
﹇
以
圖
乘
機
迎
合
﹈
者
、
皆
斬
﹇
監
候
﹈︶」
と
規
定
さ
れ
、
こ
の
条
に
基

づ
い
て
呉
壇
ら
を
斬
監
候
と
す
る
判
決
案
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
事
件
で
は
高
雲
従
が
複
数
の
官
僚
に
取
り
入
っ
て
人
脈
を
広
げ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
事
の
発
端
と
な
っ
た

硃
批
の
記
録
の
漏
洩
に
つ
い
て
は
ど
う
に
も
判
然
と
し
な
い
部
分
が
残
る
。
ま
ず
、
最
初
の
高
樸
の
告
発
は
「
風
聞
」
に
発
し
て
お
り
、
乾

隆
帝
も
当
初
、
こ
の
告
発
を
「
あ
い
ま
い
で
あ
る
︵
含
糊
︶」
と
受
け
止
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
皇
帝
自
身
が
高
雲
従
を
面
詰
し
た

と
こ
ろ
か
ら
一
挙
に
事
態
が
動
き
始
め
、
綱
紀
の
引
き
締
め
も
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
于
敏
中
の
処
分
や
呉
壇
ら
の
罪
責
追
及
を

命
じ
る
上
諭
を
中
外
大
小
臣
工
に
通
諭
、
す
な
わ
ち
朝
廷
の
全
て
の
官
僚
に
宣
示
し
た
︵N

o.1787, 

乾
隆
三
十
九
年
七
月
二
十
三
日
上
諭
︶。
と

こ
ろ
が
前
述
の
通
り
呉
壇
ら
は
罪
状
の
否
認
を
続
け
た
た
め
、
や
が
て
乾
隆
帝
は
臣
下
を
無
辜
の
罪
に
問
う
た
と
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
こ

と
や
、
告
発
者
で
あ
る
高
樸
の
処
遇
な
ど
を
気
に
し
は
じ
め
た
︵N

o.1850, 

乾
隆
三
十
九
年
八
月
二
十
二
日
上
諭
︶。
結
局
、
呉
壇
ら
は
皇
帝

の
恩
徳
に
よ
っ
て
釈
放
さ
れ
︵N

o.1880, 

乾
隆
三
十
九
年
九
月
二
日
上
諭
。
本
節
②
︶、
個
別
に
処
分
が
言
い
渡
さ
れ
て
本
件
は
幕
引
き
と
さ
れ

た
。

　
な
お
、
こ
れ
は
後
日
談
と
な
る
が
、
朝
廷
の
高
官
を
複
数
巻
き
込
ん
だ
こ
の
事
件
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
高
樸
は
、
そ
の
後
、
葉
爾
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羌
辦
事
大
臣
を
拝
命
し
、
新
疆
の
ヤ
ル
カ
ン
ド
に
駐
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
高
樸
は
多
数
の
回
民
を
使
役
し
て
御
禁
制
の
玉
石

を
採
掘
し
、
山
西
商
人
の
豪
商
ら
と
結
託
し
て
巨
利
を
上
げ
る
と
い
う
大
が
か
り
な
不
正
を
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
高
樸
私
売
玉

石
案
」
は
乾
隆
四
十
三
年
︵
一
七
七
八
︶
に
発
覚
し
、
高
樸
は
現
地
に
て
斬
刑
に
処
さ
れ
た
。
こ
の
「
高
樸
私
売
玉
石
案
」
に
つ
い
て
は
、

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
乾
隆
朝
懲
辦
貪
汚
檔
案
選
編
』︵
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
︶
に
章
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
専
論
と
し
て
佐
伯
富

「
清
代
新
疆
に
お
け
る
玉
石
問
題
」︵
同
『
中
国
史
研
究
』
第
二
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
七
一
年
︶
が
あ
る
。
高
樸
は
も
と
も
と
慧
賢
皇
貴
妃
の

兄
弟
の
子
と
い
う
権
門
の
出
で
、
玉
石
案
以
前
か
ら
素
行
に
問
題
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
と
な
っ
て
は
確
か
め
る
術
も
な
い

が
、
呉
壇
ら
の
罪
状
は
高
樸
の
妄
奏
に
端
を
発
す
る
冤
罪
で
あ
っ
た
疑
い
も
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
章
で
は
、
ま
ず
第
一
節
で
清
代
の
律
例
関
連
史
料
で
あ
る
呉
壇
『
大
清
律
例
通
考
』
か
ら
五
刑
律
の
律
文
と
そ
の
由
来
を
説
い
た
按

語
を
取
り
上
げ
た
。
こ
こ
で
は
清
代
の
法
制
史
料
と
し
て
と
く
に
重
要
度
の
高
い
清
律
と
、
そ
の
編
纂
史
を
知
る
上
で
の
手
が
か
り
と
な

る
呉
壇
の
按
語
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
条
文
に
基
づ
く
釈
読
を
行
っ
た
。

　
ま
た
第
二
節
で
は
、
光
緒
十
二
年
︵
一
八
八
六
︶
刊
『
大
清
律
例
通
考
』
に
附
さ
れ
る
呉
重
憙
「
律
例
通
考
校
刊
縁
起
」
を
全
訳
し
た
。

こ
こ
に
は
清
中
期
の
官
僚
で
律
学
家
で
も
あ
っ
た
呉
紹
詩
・
呉
壇
父
子
の
経
歴
、
呉
壇
に
よ
る
『
大
清
律
例
通
考
』
の
執
筆
、
そ
の
原
稿

が
清
末
に
至
っ
て
刊
行
さ
れ
る
経
緯
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
節
で
は
こ
の
「
律
例
通
考
校
刊
縁
起
」
を
釈
読
す
る
と
と
も
に
、
伝

記
や
年
譜
、
檔
案
と
い
っ
た
各
種
史
料
と
の
突
き
合
わ
せ
を
行
い
、
一
つ
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
そ
の
限
界
を
例
示
し
た
。

　
続
く
第
三
節
で
は
、
呉
壇
の
経
歴
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
乾
隆
三
十
九
年
︵
一
七
七
四
︶
の
「
太
監
高
雲
従
洩
漏
記
載
」
事
件
に
関
す

る
檔
案
史
料
三
件
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
三
件
の
う
ち
一
件
は
即
時
執
行
の
死
刑
判
決
文
書
で
あ
り
、
残
り
の
二
件
は
罪
に
問
わ
れ
た
官

僚
を
皇
帝
が
そ
の
恩
徳
に
よ
っ
て
釈
放
し
つ
つ
処
分
を
与
え
る
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
皇
帝
周
辺
で
や
り
と
り
さ
れ
た
刑
罰
や
処
分
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に
関
わ
る
史
料
の
具
体
例
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
史
料
で
は
断
片
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
整
理
し
た
。

　
さ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
呉
壇
は
「
太
監
高
雲
従
洩
漏
記
載
」
事
件
に
よ
っ
て
官
歴
に
大
き
な
傷
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当

時
ま
だ
存
命
で
あ
っ
た
呉
壇
の
父
呉
紹
詩
が
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
触
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
章
の
最
後
に
こ
れ
を
紹
介

し
た
い
。

　
七
月
、
壇
が
宦
官
の
口
舌
の
事
に
よ
っ
て
罪
を
獲
て
獄
に
下
さ
れ
た
。
聖
明
な
る
天
子
の
ご
賢
察
ご
宥
免
を
仰
ぎ
、
そ
の
後
ご
恩

に
よ
っ
て
釈
放
し
て
い
た
だ
き
、
な
お
刑
部
主
事
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
余
は
熱
河
に
赴
い
て
ご
恩
へ
の
感
謝
を
お
伝
え
し
た
と
こ

ろ
、
お
召
し
に
な
っ
て
応
対
い
た
だ
く
こ
と
普
段
通
り
で
あ
り
、
さ
ら
に
汝
の
子
の
事
は
汝
に
は
無
関
係
で
あ
る
と
の
諭
を
賜
っ
た
。

余
は
皇
上
の
慈
恩
に
感
激
し
、
壇
に
、
厳
し
く
自
ら
汚
名
を
そ
そ
ぎ
、
奮
身
努
力
し
て
、
天
子
の
ご
恩
に
報
い
よ
と
訓
戒
し
た
。

　︵
七
月
、
壇
以
寺
人
口
舌
事
獲
罪
下
獄
。
仰
賴
聖
明
鑒
宥
、
旋
予
恩
釋
、
仍
用
爲
刑
部
主
事
。
余
至
熱
河
謝
恩
、
蒙
召
對
如
常
、
竝
蒙
諭
汝
子
事
於

汝
無
涉
。
余
感
激
聖
慈
、
訓
壇
痛
自
湔
洗
、
奮
身
努
力
、
以
答
天
恩
︵
39
︶︶

　
こ
の
よ
う
に
呉
紹
詩
は
主
に
乾
隆
帝
の
寛
大
な
処
置
へ
の
感
謝
と
息
子
に
対
す
る
訓
戒
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
呉
紹
詩
は
事
件
か
ら

二
年
後
の
乾
隆
四
十
一
年
︵
一
七
七
六
︶
に
亡
く
な
っ
た
︵

40
︶。「
厳
し
く
自
ら
汚
名
を
そ
そ
ぎ
、
奮
身
努
力
し
て
、
天
子
の
ご
恩
に
報
い
よ

︵
痛
自
湔
洗
、
奮
身
努
力
、
以
答
天
恩
︶」
と
の
訓
戒
は
、
呉
壇
に
と
っ
て
晩
年
の
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
遺
命
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

呉
壇
は
乾
隆
四
十
三
年
︵
一
七
七
八
︶
ま
で
に
『
大
清
律
例
通
考
』
の
原
型
を
仕
上
げ
、
さ
ら
に
新
し
い
規
定
を
追
補
し
な
が
ら
乾
隆
帝
へ

の
献
呈
を
企
図
し
て
い
た
。
第
二
節
で
は
、
こ
れ
が
「
太
監
高
雲
従
洩
漏
記
載
」
事
件
に
よ
る
挫
折
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
行
動
で
は

な
か
っ
た
か
と
推
察
し
た
が
、
奮
身
努
力
し
て
、
乾
隆
帝
が
認
め
た
才
智
を
傾
け
た
書
物
を
書
き
上
げ
て
献
呈
し
、
自
ら
の
命
を
救
っ
た

皇
帝
の
恩
に
報
い
る
と
い
う
筋
書
き
は
、
彼
の
父
が
遺
し
た
訓
戒
に
沿
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。
皇
帝
か
ら
施
さ
れ
た
恩
と
大
き
な
挫
折
、
そ
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し
て
亡
父
の
戒
め
、
呉
壇
は
こ
れ
ら
に
導
か
れ
発
奮
し
て
『
大
清
律
例
通
考
』
の
執
筆
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註︵
1
︶　
清
の
律
例
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
秀
三
『
中
国
法
制
史
論
集
　
　
法
典
と
刑
罰
　
　
』
第
二
章
︵
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
︶、
谷
井
俊
仁
「
清
律
」︵
滋

賀
秀
三
編
『
中
国
法
制
史
　
　
基
本
資
料
の
研
究
　
　
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
︶、
拙
稿
「
清
代
刑
事
裁
判
関
連
史
料
」︵
山
本
英
史
編
『
中

国
近
世
法
制
史
料
読
解
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
九
年
︶、
谷
井
俊
仁
・
谷
井
陽
子
訳
解
『
大
清
律
刑
律
　
　
伝
統
中
国
の
法
的
思
考
　
　
』

一
、
二
︵
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
︶
等
を
参
照
。

︵
2
︶　『
大
清
律
例
通
考
』
原
文
「
刑
者
侀
也
、
成
也
」。『
唐
律
疏
議
』
名
例
・
笞
刑
五
・
疏
議
も
同
じ
。『
礼
記
注
疏
』
王
制
は
「
刑
者
侀
也
、
侀
者
成

也
」
と
す
る
が
、
こ
こ
は
原
文
の
ま
ま
読
む
。

︵
3
︶　『
大
清
律
例
通
考
』
原
文
「
簿
刑
用
鞭
朴
」。
新
釈
漢
文
大
系
『
国
語
』
上
、
二
三
七
頁
に
よ
り
「
薄
刑
用
鞭
扑
」
に
改
め
る
。

︵
4
︶　『
大
清
律
例
通
考
』
原
文
「
任
之
以
事
、
寘
以
圜
土
、
而
收
敎
之
。
上
罪
三
年
而
捨
、
中
罪
二
年
而
捨
、
下
罪
一
年
而
捨
」。『
唐
律
疏
議
』
名
例
・

徒
刑
五
・
疏
議
も
同
じ
。『
周
礼
注
疏
』
秋
官
・
司
圜
は
「
任
之
以
事
而
收
敎
之
。
能
改
者
、
上
罪
三
年
而
舍
、
中
罪
二
年
而
舍
、
下
罪
一
年
而
舍
」
と

す
る
が
、
こ
こ
は
原
文
の
ま
ま
読
む
。

︵
5
︶　『
大
清
律
例
通
考
』
原
文
「
公
族
有
死
罪
」。『
唐
律
疏
議
』
名
例
・
死
刑
二
・
疏
議
も
同
じ
。『
礼
記
注
疏
』
文
王
世
子
は
「
公
族
其
有
死
罪
」
と
す

る
が
、
こ
こ
は
原
文
の
ま
ま
読
む
。

︵
6
︶　「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」︵http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/kanseki

︶
お
よ
び
「C

iN
ii B

ooks

」︵https://ci.nii.ac.jp/books

︶
に

よ
る
。
い
ず
れ
も
二
〇
二
三
年
三
月
検
索
。

︵
7
︶　
張
偉
仁
主
編
『
中
国
法
制
史
書
目
』
一
︵
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
六
年
︶
三
九
頁
。

︵
8
︶　
唐
律
の
五
刑
に
つ
い
て
は
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
』
五
・
唐
律
疏
議
訳
註
篇
︵
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
︶
の
名
例
一
を
参
照
。
ま
た
、

明
律
・
清
律
の
五
刑
に
つ
い
て
は
、
石
岡
浩
・
川
村
康
・
七
野
敏
光
・
中
村
正
人
『
史
料
か
ら
み
る
中
国
法
史
』︵
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
二
年
︶
六
〇

~
六
二
頁
を
参
照
。
同
書
に
よ
る
と
、
清
は
「
唐
が
滅
亡
し
た
あ
と
の
王
朝
の
な
か
で
は
、
唐
律
の
五
刑
を
も
っ
と
も
忠
実
に
再
現
し
て
い
た
」
と
い
う
。

︵
9
︶　
清
代
の
刑
罰
の
概
要
に
つ
い
て
は
中
村
茂
夫
『
清
代
刑
法
研
究
』︵
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
︶
一
二
~
一
三
頁
、
滋
賀
秀
三
『
清
代
中
国
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の
法
と
裁
判
』︵
創
文
社
、
一
九
八
四
年
︶
四
〇
~
四
一
頁
註
五
三
を
参
照
。

︵
10
︶　
徒
刑
・
流
刑
に
つ
い
て
は
キ
ム
・
ハ
ン
バ
ク
『
配
流
刑
の
時
代
　
　
清
朝
と
刑
罰
　
　
』
第
一
部
︵
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
︶
を
参

照
。

︵
11
︶　
秋
審
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
秋
審
勾
決
考
」︵『
社
会
文
化
史
学
』
四
十
、
一
九
九
九
年
︶、
同
「
清
代
地
方
秋
審
の
手
続
と
人
犯
管
理
」︵『
史
学
雑
誌
』

第
一
一
〇
編
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
︶、
朝
審
に
つ
い
て
は
赤
城
美
恵
子
「
可
矜
と
可
疑
」︵『
法
制
史
研
究
』
五
四
、
二
〇
〇
五
年
︶、
同
「
緩
決
の
成

立
」︵
東
京
大
学
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
七
冊
、
二
〇
〇
五
年
︶
な
ど
を
参
照
。

︵
12
︶　
中
村
前
掲
『
清
代
刑
法
研
究
』
一
一
頁
。

︵
13
︶　
前
掲
拙
稿
「
清
代
地
方
秋
審
の
手
続
と
人
犯
管
理
」
で
は
、
有
司
決
囚
等
第
律
に
附
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
条
例
の
編
纂
経
緯
に
つ
い
て
、『
大
清
律

例
通
考
』
も
参
照
し
つ
つ
検
討
し
た
。

︵
14
︶　
秦
国
経
主
編
『
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
清
代
官
員
履
歴
檔
案
全
編
』
七
︵
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
︶
三
二
八
~
三
三
〇
頁
。

︵
15
︶　
魏
秀
梅
編
『
清
季
職
官
表
　
附
人
物
録
』︵
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
︶
九
七
六
頁
。

︵
16
︶　
北
京
図
書
館
編
『
北
京
図
書
館
蔵
珍
本
年
譜
叢
刊
』
九
七
︵
北
京
図
書
館
出
版
社
、
一
九
九
九
年
︶
所
収
。

︵
17
︶　
清
代
の
伝
記
史
料
に
つ
い
て
は
、
馮
爾
康
『
清
史
史
料
学
』
第
八
章
︵
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
三
年
︶、
同
『
清
代
人
物
伝
記
史
料
研
究
』︵
商

務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
︶
を
参
照
。
明
清
時
代
の
人
物
に
つ
い
て
の
調
べ
方
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
五
章
「
明
末
の
水
利
紛
争
を
め
ぐ
る
士
大
夫
の
書

簡
　
　
郝
敬
『
山
草
堂
集
』
よ
り
　
　
」
と
第
六
章
「
殺
人
誣
告
が
赦
さ
れ
る
時
　
　『
守
邦
近
略
』
所
載
の
判
牘
　
　
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。

︵
18
︶　
民
国
『
無
棣
県
志
』
巻
十
・
人
物
・
名
宦
に
は
、
呉
自
粛
以
来
の
海
豊
呉
氏
一
族
の
伝
が
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
︵
海
豊
県
は
一
九
一
四
年
に
無
棣

県
に
改
名
さ
れ
た
︶。
こ
の
『
無
棣
県
志
』
は
、
中
国
方
志
叢
書
・
華
北
地
方
・
山
東
省
の
一
部
と
し
て
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
︵
成
文
出
版
社
、
一
九

六
八
年
︶。

︵
19
︶　『
満
漢
名
臣
伝
』
漢
名
臣
伝
巻
三
十
一
・
呉
紹
詩
列
伝
。

︵
20
︶　
こ
れ
に
該
当
す
る
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
所
収
の
上
諭
︵
第
三
節
に
掲
出
す
る
︶
は
、「
若
竟
于
廢
棄
未
免
可
惜
」
の
「
于
」
を
「
予
」
と
す
る
。『
満

漢
名
臣
伝
』
側
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

︵
21
︶　
擡
頭
な
ど
檔
案
史
料
に
見
ら
れ
る
書
式
に
つ
い
て
は
山
本
英
史
「
清
代
檔
案
史
料
」︵
前
掲
『
中
国
近
世
法
制
史
料
読
解
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』︶
を
参
照
。

︵
22
︶　
福
隆
安
の
伝
は
『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
九
十
三
、『
清
史
稿
』
巻
三
百
一
に
載
る
。
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︵
23
︶　
努
三
の
伝
は
『
満
漢
名
臣
伝
』
満
洲
名
臣
伝
巻
四
十
八
、『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
二
百
八
十
九
、『
清
史
稿
』
巻
三
百
十
六
に
載
る
。

︵
24
︶　
扎
拉
豊
阿
の
経
歴
は
『
清
史
稿
』
巻
二
百
九
・
藩
部
世
表
・
喀

沁
部
・
扎
薩
克
多
羅
貝
子
、
御
前
大
臣
へ
の
任
命
は
同
巻
十
三
・
高
宗
本
紀
に
載

る
。

︵
25
︶　
杉
山
清
彦
『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』︵
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
︶
二
一
四
~
二
一
七
頁
。

︵
26
︶　
崔
応
階
の
伝
は
『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
七
十
四
、『
清
史
稿
』
巻
三
百
九
に
載
る
。

︵
27
︶　
檔
案
の
書
式
や
特
有
の
言
い
回
し
に
つ
い
て
は
、
雷
栄
広
・
姚
楽
野
『
清
代
文
書
綱
要
』︵
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
︶、
張
我
徳
・
楊
若

荷
・
裴
燕
生
編
著
『
清
代
文
書
』︵
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
︶、
山
本
前
掲
「
清
代
檔
案
史
料
」
を
参
照
。
植
田
捷
雄
ほ
か
編
『
中
国
外
交

文
書
辞
典
︵
清
末
篇
︶』︵
学
術
文
献
普
及
会
、
一
九
五
四
年
︶、
山
腰
敏
寛
編
『
中
国
歴
史
公
文
書
読
解
辞
典
』︵
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
︶
な
ど
も
参

考
に
な
る
。

︵
28
︶　『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
七
冊
、N

o.1787

。

︵
29
︶　『
大
清
律
例
』
巻
十
九
・
兵
律
・
軍
政
・
漏
泄
軍
情
大
事
律
。

︵
30
︶　
一
方
、
死
刑
の
執
行
を
し
ば
ら
く
猶
予
す
る
監
候
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
清
代
刑
事
裁
判
関
連
史
料
」
に
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
合
わ

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

︵
31
︶　『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
七
冊
、N

o.1787

。

︵
32
︶　
本
章
の
「
お
わ
り
に
」
に
引
く
呉
紹
詩
『
蟻
園
自
記
年
譜
』
に
も
「
獲
罪
下
獄
」
と
の
記
事
が
見
え
る
。

︵
33
︶　
観
保
と
蔣
賜
棨
の
官
職
に
つ
い
て
は
銭
実
甫
『
清
代
職
官
年
表
』︵
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
︶
を
参
照
。

︵
34
︶　
舒
赫
徳
の
伝
は
『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
二
十
二
、『
清
史
稿
』
巻
三
百
十
三
に
載
る
。

︵
35
︶　『
大
清
律
例
』
巻
六
・
吏
律
・
職
制
・
交
結
近
侍
官
員
律
「
凡
諸
衙
門
官
吏
、
若
與
內
官
及
近
侍
人
員
互
相
交
結
、
漏
泄
［
機
密
］
事
情
、
夤
緣
作

弊
［
內
外
交
通
、
泄
漏
事
情
］
而
扶
同
奏
諬
［
以
圖
乘
機
迎
合
］
者
、
皆
斬
［
監
候
］」。

︵
36
︶　『
満
漢
名
臣
伝
』
満
洲
名
臣
伝
巻
四
十
七
・
観
保
列
伝
に
よ
る
と
、
観
保
は
乾
隆
三
十
七
年
二
月
に
経
筵
で
の
不
手
際
か
ら
「
革
去
頂
帶
」
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
。

︵
37
︶　
第
二
節
で
見
た
呉
紹
詩
の
出
仕
の
件
と
同
様
に
、
こ
ち
ら
も
大
本
の
記
録
︵
国
史
館
の
伝
稿
︶
で
誤
記
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

︵
38
︶　
張
偉
仁
主
編
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
現
存
清
代
内
閣
大
庫
原
蔵
明
清
檔
案
』
第
二
二
一
冊
︵
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
九
一



308

年
︶A

221-138

。

︵
39
︶　
呉
紹
詩
『
蟻
園
自
記
年
譜
』
甲
午
︵
乾
隆
三
十
九
年
︶
の
条
。

︵
40
︶　
呉
紹
詩
の
没
年
は
『
蟻
園
自
記
年
譜
』
の
末
尾
に
附
さ
れ
る
呉
垣
・
呉
壇
の
識
語
に
記
さ
れ
る
︵
呉
垣
は
呉
壇
の
兄
︶。
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